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《
論
文
》

ア
ッ
バ
ー
ス
朝
後
期
バ
グ
ダ
ー
ド
に
お
け
る
ワ
ア
ズ

─
都
市
に
お
け
る
権
力
者
・
知
識
人
・
民
衆
の
接
点
と
し
て
の
説
教
─村

　
山
　
　
さ
　
え
　
子

は
じ
め
に

　

ア
ン
ダ
ル
ス
出
身
の
旅
行
家
イ
ブ
ン･

ジ
ュ
バ
イ
ルIbn Jubayr

︵
六
一
四
／
一
二
一
七
没
︒
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
／
西
暦
︒
以
下
同
︶
は
メ
ッ
カ

巡
礼
を
果
た
し
た
後
︑
五
八
〇
年
サ
フ
ァ
ル
月
三
日
／
一
一
八
四
年
五
月
一
六
日
に
バ
グ
ダ
ー
ド
に
到
着
し
︑
学
問
と
説
教
の
集
会m

ajālis 

ʻilm
 w

a w
aʻẓ

に
五
回
以
上
足
を
運
ん
だ
︒﹁
わ
れ
わ
れ
が
す
で
に
西
方
﹇
イ
ス
ラ
ー
ム
﹈
地
域
で
親
し
ん
だ
演
説
家
た
ち
の
も
の
と
比
較
し

て
︑
彼
ら
の
も
の
は
い
ず
れ
も
実
に
見
事
な
も
の
で
あ
る
と
感
じ
た︶

1
︵

﹂
と
述
べ
︑
そ
の
様
子
を
活
き
活
き
と
描
写
し
た
︒
一
三
日
間
の
バ
グ

ダ
ー
ド
滞
在
中
の
記
録
は
説
教
巡
り
の
よ
う
で
あ
る︶

2
︵

︒
特
に
カ
リ
フ
＝
ナ
ー
ス
ィ
ル
︵
在
位
五
七
五
～
六
二
二
／
一
一
八
〇
～
一
二
二
五
︶
や

母
后
ズ
ム
ッ
ル
ド
・
ハ
ー
ト
ゥ
ー
ン
︵
五
九
九
／
一
二
〇
三
没
︶
も
臨
席
し
た
︑
カ
リ
フ
宮
殿
前
の
バ
ド
ル
門
で
行
わ
れ
た
イ
ブ
ン
・
ア
ル

ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ーIbn al-Jaw

zī

︵
五
九
八
／
一
二
〇
一
没
︶
の
説
教
を
聴
い
た
際
の
記
述
は
詳
細
か
つ
情
感
溢
れ
て
い
る
︒
メ
ッ
カ
や
メ
デ
ィ

ナ
で
も
名
の
あ
る
人
々
の
説
教
を
聴
い
た
イ
ブ
ン
・
ジ
ュ
バ
イ
ル
だ
が︶

3
︵

︑﹁
こ
の
比
類
な
き
人
物
の
講
話
と
比
較
す
る
と
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

見
劣
り
す
る
﹂
と
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
の
説
教
を
絶
賛
す
る
︒
ま
た
︑
イ
ブ
ン
・
ジ
ュ
バ
イ
ル
は
他
に
も
複
数
の
﹁
説
教
者
の
講
話
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の
席
に
出
た
﹂
と
述
べ
て
お
り︶

4
︵

︑
当
時
バ
グ
ダ
ー
ド
で
生
活
す
る
人
々
は
断
食
月
や
巡
礼
月
以
外
で
も
︑
日
常
的
に
説
教
を
聴
く
機
会
が
あ
っ

た
こ
と
が
窺
え
る
︒
本
稿
で
は
︑
こ
の
よ
う
な
都
市
に
お
け
る
知
識
人
の
活
動
の
一
部
で
あ
り
︑
権
力
者
や
民
衆
が
と
も
に
聴
い
た
説
教
に
焦

点
を
お
き
︑
都
市
の
社
会
関
係
を
考
察
す
る
︒

第
一
章　

先
行
研
究
と
史
料

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
説
教
は
︑
金
曜
正
午
の
集
団
礼
拝
の
前
や
二
大
祭
の
礼
拝
に
際
し
て
行
わ
れ
︑
時
の
権
力
者
の
名
を
冒
頭
に
述
べ
る
公

の
説
教
＝
フ
ト
バkhuṭba

で
は
な
い
︒
場
所
や
時
間
的
規
定
は
特
に
な
く
︑
任
意
の
会
合
な
ど
で
神
へ
の
畏
れ
を
喚
起
す
る
教
訓
的
な
内
容

で
あ
る
と
い
わ
れ
る
ワ
ア
ズw

aʻẓ
で
あ
る
︒
ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
フ
ト
バ
を
行
う
者
を
ハ
テ
ィ
ー
ブkhaṭīb

と
い
い
︑
ワ
ア
ズ
を
行
う
者
を

ワ
ー
イ
ズw

āʻiẓ

と
使
い
分
け
て
い
る︶

5
︵

︒

第
一
節　

先
行
研
究

　

ペ
ダ
ー
セ
ン
は
さ
ま
ざ
ま
な
説
教
︑
フ
ト
バ
︑
ワ
ア
ズ
︑
タ
ズ
キ
ー
ルtadhkīr

︑
カ
サ
スqaṣaṣ

に
つ
い
て
︑
語
源
︑
語
義
と
ク
ル
ア
ー
ン

で
の
用
法
を
確
認
し
︑
正
統
カ
リ
フ
時
代
の
公
認
と
非
公
認
の
カ
ー
ッ
スqāṣṣ

か
ら
一
九
世
紀
カ
イ
ロ
に
関
す
る
記
述
ま
で
を
概
観
し
た︶

6
︵

︒

多
く
の
ウ
ラ
マ
ー
が
非
公
認
の
説
教
師
を
厳
し
く
批
判
し
た
の
と
は
対
照
的
に
︑
法
学
や
ハ
デ
ィ
ー
ス
の
講
義
だ
け
で
は
満
足
し
な
い
民
衆

は
︑
説
教
師
の
情
緒
的
な
語
り
に
傾
倒
し
た
と
い
う
︒
シ
ュ
ワ
ル
ツ
は
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
の
著
作
﹃
説
教
師
た
ち
の
書
﹄
を
校
訂

し
︑
英
訳
と
詳
細
な
解
題
を
行
っ
た︶

7
︵

︒

　

バ
ー
キ
ー
は
ペ
ダ
ー
セ
ン
の
論
を
継
承
し
︑
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
形
で
説
教
師
へ
の
批
判
だ
け
で
は
な
く
擁
護
の
書
も
取
り
上
げ
た
︒
バ
ー

キ
ー
は
説
教
批
判
の
書
に
描
か
か
れ
た
︑
批
判
の
根
拠
と
な
る
行
為
︑
特
に
民
衆
の
数
々
の
﹁
新
奇
な
＝
ビ
ド
アbidʻa

﹂
行
為
に
注
目
し
︑
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そ
こ
か
ら
当
時
の
社
会
の
い
き
い
き
と
し
た
民
衆
文
化popular culture

の
在
り
様
を
読
み
解
く
重
要
性
を
提
示
し
た︶

8
︵

︒

　

レ
ン
タ
ー
ガ
ム
は
︑
宗
教
的
知
的
あ
る
い
は
政
治
的
軍
事
的
エ
リ
ー
ト
だ
け
で
は
な
く
︑
商
人
や
町
の
人
々ʻām

m
a

︑
ア
イ
ヤ
ー
ル
︵ʻayyār

任
侠
無
頼
の
徒
︶
な
ど
を
取
り
上
げ
︑
各
集
団
へ
の
帰
属
意
識
や
社
会
的
活
動
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
権
威
・
権
力
の
源
泉
と
適
応
範
囲
や
関
係
性
を

詳
細
に
論
じ
た
︒
ワ
ー
イ
ズ
に
つ
い
て
も
カ
ー
デ
ィ
ー
や
ハ
テ
ィ
ー
ブ
と
比
し
て
取
り
上
げ
て
い
る︶

9
︵

︒

　

そ
の
他
︑
説
教
師
個
々
人
に
注
目
し
た
研
究
と
し
て
は
一
二
─
一
三
世
紀
ア
ン
ダ
ル
ス
と
マ
グ
リ
ブ
を
対
象
に
し
た
ジ
ョ
ー
ン
ズ︶

10
︵

︑
マ
ム

ル
ー
ク
朝
を
対
象
と
す
る
塚
田
の
研
究
も
あ
る︶

11
︵

︒

第
二
節　

課
題
と
史
料

　

説
教
師
と
い
う
存
在
は
長
く
ウ
ラ
マ
ー
の
間
で
賛
否
両
論
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
︒
し
か
し
︑
冒
頭
で
取
り
上
げ
た
イ
ブ
ン
・
ジ
ュ
バ
イ
ル
の

記
述
か
ら
数
多
く
の
聴
衆
を
集
め
︑
非
常
に
高
い
人
気
を
得
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
︒
賛
否
の
差
が
主
に
説
教
師
の
個
人
の
属
性
や
資

質
に
起
因
す
る
も
の
な
の
か
︑
聴
衆
の
側
の
諸
条
件
や
社
会
的
状
況
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
か
は
︑
こ
れ
ま
で
十
分
に
考
察
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
︒

　

本
稿
で
は
地
域
時
代
を
絞
り
︑
ワ
ア
ズ
に
焦
点
を
当
て
る
︒
地
域
は
バ
グ
ダ
ー
ド
︑
時
代
を
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
君
主
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
が

シ
ー
ア
派
ブ
ワ
イ
フ
朝
を
退
け
て
バ
グ
ダ
ー
ド
に
入
城
し
︑
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
カ
リ
フ
か
ら
ス
ル
タ
ー
ン
の
称
号
を
え
て
支
配
権
を
承
認
さ
れ
た

四
四
七
／
一
〇
五
五
年
か
ら
︑
モ
ン
ゴ
ル
軍
に
よ
っ
て
バ
グ
ダ
ー
ド
が
陥
落
し
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
カ
リ
フ
が
殺
害
さ
れ
た
六
五
六
／
一
二
五
八
年

ま
で
の
約
二
百
年
間
と
す
る
︒
五
四
七
／
一
一
五
二
年
ス
ル
タ
ー
ン
＝
マ
ス
ウ
ー
ド
の
死
去
以
降
は
︑
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
の
分
裂
と
カ
リ
フ
の

復
権
の
動
き
が
あ
り
︑
全
体
と
し
て
︑
カ
リ
フ
と
ス
ル
タ
ー
ン
が
対
抗
し
つ
つ
共
存
す
る
政
治
状
況
に
あ
っ
た
︒
本
稿
で
は
便
宜
上
ア
ッ
バ
ー

ス
朝
後
期
と
呼
ぶ
︒
こ
の
時
期
に
︑
既
述
の
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
や
︑
ス
ー
フ
ィ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
ブ
ー
・
ア
ン
ナ
ジ
ー
ブ
・

ア
ッ
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ーA

bū al-N
ajīb ʻA

bd al-Q
āhir al-Suhraw

ardī

︵
五
六
三
／
一
一
六
八
没︶

12
︵

︶
な
ど
著
名
な
人
物
が
活
躍
し
て
お
り
︑
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他
の
説
教
に
比
し
て
豊
富
な
情
報
を
得
ら
れ
る
︒
参
照
と
す
る
史
料
は
年
代
記
︑
法
学
派
別
の
伝
記
集
な
ど
︑
出
来
う
る
限
り
同
時
代
史
料
を

用
い
る︶

13
︵

︒

　

次
章
で
は
︑
ワ
ー
イ
ズ
と
呼
ば
れ
た
人
々
の
知
的
社
会
的
背
景
を
整
理
す
る
︒
ウ
ラ
マ
ー
の
中
で
ワ
ー
イ
ズ
の
み
が
持
つ
特
徴
が
あ
る
の

か
︑
確
認
す
る
︒
第
三
章
で
は
具
体
的
な
事
例
を
も
と
に
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
場
所
や
状
況
の
傾
向
を
分
析
す
る
︒
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
の
持
つ
社

会
的
政
治
的
背
景
と
︑
ワ
ー
イ
ズ
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
︒
最
終
的
に
は
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
後
期
バ
グ
ダ
ー
ド
と
い
う
時
代
・
地
域
の

政
治
的
・
社
会
的
状
況
を
反
映
し
た
ワ
ア
ズ
の
特
徴
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
︒

　

な
お
︑
説
教
集
に
つ
い
て
は
検
討
の
対
象
と
し
な
い
︒
本
稿
で
は
︑
説
教
師
の
行
動
と
そ
の
背
景
と
結
果
に
注
目
し
て
お
り
︑
説
教
集
は
い

つ
ど
こ
で
聴
衆
に
向
け
て
行
わ
れ
た
内
容
で
あ
る
の
か
確
認
が
取
れ
な
い
も
の
が
多
い
た
め
で
あ
る
︒

　

主
な
史
料
と
本
文
中
の
略
号
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

A
bū Shām

a: A
bū Shām

a, al-D
hayl ʻalā al-Raw

ḍatayn. al-Q
āhira, 1947.

al-Bidāya : Ibn K
athīr, al-Bidāya w

a al-N
ihāya. 14vols. B

ayrūt, 1991.

al-D
hahabī: al-D

hahabī, Taʼrīkh al-Islām
 w

a W
afāyāt al-M

ashāhīr w
a al-A

ʻlām
. 49 vols. B

ayrūt, 1999.

Ibn al-A
thīr: Ibn al-A

thīr, al-K
ām

il fī al-Taʼrīkh. 13 vols. B
ayrūt, 1982.

Ibn al-Bannāʼ : Ibn al-B
annāʼ, Taʼrīkh. transrated and edited by G

eorge M
akdisi. as A

utograph D
iary of an 11th-C

entury H
istorian of 

B
aghdād, Part 2, Bulletin of the School of O

riental and A
frian Sutuies

︵BSO
A

S

︶, 18

︵1956

︶, Part 3, 4, 5, B
SO

A
S, 19

︵1957

︶.

Ibn al-D
im

yāṭī : Ibn al-D
im

yāṭī, al-M
ustaqād m

in D
hayl Taʼrīkh Baghdād. B

ayrūt, n.d.

Ibn al-D
ubaythī: Ibn al-D

ubaythī, D
hayl Taʼrīkh M

adīnat al-Salām
. 5vols. B

ayrūt, 2006.

Ibn al-Fuw
aṭī: Ibn al-Fuw

aṭī, al-Ḥ
aw

ādith al-Jām
iʻat w

a al-Tujārib al-N
āfiʻa fī al-M

iʼa al-Sābiʻa. B
ayrūt, 2003.

Ibn al-ʻIm
ād : Ibn al-ʻIm

ād, Shadharāt al-D
hahab fī A

khbār m
in D

hahab. B
ayrūt, 1979. 
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Ibn Jubayr : Ibn Jubayr, Riḥlat Ibn Jubayr. al-Q
āhira, 2000. 

Ibn K
hallikān : Ibn K

hallikān, W
afayāt al-A

ʻyān w
a A

nbāʼ A
bnāʼ al-Zam

ān. 8 vols. B
ayrūt, n.d.

Ibn al-N
ajjār : Ibn al-N

ajjār, D
hayl Taʼrīkh Baghdād. 3vols. B

ayrūt, n.d.

Ibn Rajab : Ibn R
ajab, K

itāb al-D
hayl ʻalā Ṭabaqāt al-Ḥ

anābila. 2 vols. B
ayrūt, n.d.

Ibn Sāʻī : Ibn Sāʻī, al-Jām
iʻ al-M

ukhtaṣar fī ʻU
nw

ān al-Taw
ārīkh w

aʻU
yūn al-Siyar. B

aghdād, 1934.

al-M
untaẓam

: Ibn al-Jaw
zī, al-M

untaẓam
 fī Taʼrīkh al-M

ulūk w
a al-U

m
am

. 17 vols. B
ayrūt, 1995.

M
irʼāt.A

: Sibṭ Ibn. al-Jaw
zī, M

irʼāt al-Zam
ān fī Taʼrīkh al-A

ʻyān. A
nkara, 1968. ︵

四
四
八
～
四
八
〇
／
一
〇
五
六
～
一
〇
八
八
年
を
収
録
︶

M
irʼāt.H

 : Sibṭ Ibn. al-Jaw
zī, M

irʼāt al-Zam
ān fī Taʼrīkh al-A

ʻyān. 2 vols. H
aydarābād. 1951-2.

︵
四
九
五
～
六
五
六
／
一
一
〇
一
～
一

二
五
六
年
を
収
録
︶

M
irʼāt.M

 : Sbṭ Ibnb. al-Jaw
zī, M

irʼāt al-Zam
ān fī Taʼrīkh al-A

ʻyān. 2 vols. M
akka, 1987.

︵
四
八
一
～
五
一
七
／
一
〇
八
八
～
一
一
二
四

年
を
収
録
︶

al-Q
uṣṣāṣ : Ibn al-Jaw

zī, K
itāb al-Q

uṣṣāṣ w
a al-M

udhakkirīn. ed. &
 tr. M

. L. Sw
artz, B

ayrūt, 1986.

T.Baghdād : al-K
haṭīb al-B

aghdādī, Taʼrīkh Baghdād. 15 vols. B
ayrūt. 1986.

Ṭ.al-Ḥ
anābila : Ibn A

bī Yaʻlā, A
bū al-Ḥ

usayn, Ṭabaqāt al-Ḥ
anābila. 2 vols. B

ayrūt, n.d.

al-M
undhirī : al-M

undhirī, al-Takm
ila li-W

afayāt al-N
aqala. 4 vols. B

ayrūt, 1984.

al-Subkī: al-Subkī, Ṭabaqāt al-Shāfiʻīya al-K
ubrā. 7 vols in 10. Jīza, 1992.
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第
二
章　

ワ
ー
イ
ズ 

の
知
的
背
景
と
社
会
的
背
景

　

ア
ッ
バ
ー
ス
朝
後
期
に
バ
グ
ダ
ー
ド
で
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
︑
あ
る
い
は
ワ
ー
イ
ズ
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
人
物
二
四
八
名
︵
う
ち

女
性
一
二
名
︶
を
検
討
対
象
と
す
る
︒
そ
の
没
年
を
基
準
に
約
五
〇
年
ご
と
に
︑
第
一
期
︵
四
四
七
～
五
〇
〇
年
︶︑
第
二
期
︵
五
五
〇
年
ま

で
︶︑
第
三
期
︵
六
〇
〇
年
ま
で
︶︑
第
四
期
︵
六
〇
一
年
以
降
︶
と
分
け
て
集
計
し
た
︒
各
期
の
人
数
は
四
〇
名
︑
四
九
名
︑
八
〇
名
︑
六
七

名
で
あ
り
︑
史
料
で
没
年
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
者
は
一
二
名
で
あ
っ
た
︒

第
一
節　

知
的
背
景

（
一
）
所
属
学
派

　

法
学
・
神
学
上
の
学
派
別
に
集
計
し
た
︒
結
果
は
﹁
グ
ラ
フ
①
﹂
の
通
り
で
あ
る
︒
以
下
︑
本
稿
で
は
四
法
学
派
は
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
＝

Sh
派
︑
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
＝
HF
派
︑
ハ
ン
バ
ル
派
＝
HB
派
︑
マ
ー
リ
ク
派
＝

ML
派
と
︑
神
学
派
は
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
＝
A
派
︑
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
派

＝
M
派
と
略
号
を
用
い
︑
シ
ー
ア
派
は
シ
ー
ア
派
と
表
記
す
る
︒

　

法
学
派
別
に
見
る
と
︑
対
象
年
代
を
通
し
て
も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
が
Sh
派
で
あ
っ
た
︒
一
人
の
人
物
が
Sh
派
か
つ
A
派
で
あ
る
場
合
に
は

双
方
で
計
上
し
た
︒︵　

︶
に
Sh
派
か
つ
A
派
の
数
を
示
し
た
︒
次
い
で
多
い
順
に
︑
HB
派
︑
HF
派
︑
A
派
で
あ
る
︒
シ
ー
ア
派
︑
M
派
︑
ML

派
に
つ
い
て
は
ご
く
少
数
で
あ
っ
た
︒
所
属
学
派
不
明
は
各
期
を
通
し
て
三
分
の
一
以
上
で
あ
り
︑
後
半
に
増
加
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る︶

14
︵

︒
な

お
︑
学
派
を
変
え
た
者
は
双
方
で
計
上
し
た
︒

　

所
属
学
派
の
傾
向
の
変
化
を
み
る
と
︑
Sh
派
は
第
一
期
が
最
も
多
く
︑
第
四
期
に
そ
の
数
と
比
率
を
減
ら
し
て
い
る
︒
こ
れ
と
入
れ
替
わ
る

よ
う
に
HB
派
は
増
加
し
た
︒
HF
派
は
第
三
期
が
一
〇
名
と
最
も
多
い
が
︑
Sh
派
︑
HB
派
に
比
べ
れ
ば
少
な
い
︒
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  〜500 〜550 〜600 601〜 不明 合計 

Sh(&A) 13(4) 22(6) 22(5) 9 1 67 

HB 10 9 15 25 0 59 

HN 2 3 10 2 2 19 

ML 0 0 0 1 0 1 

A(&Sh) 6(4) 6(6) 5(5) 0 1 18 

M 0 2 0 0 0 1 

シーア派 0 1 1 1 0 3 

不明 14 17 32 30 9 102 

  40 51 78 67 12 248 

       
各期ごとの比率 

    
  〜500 〜550 〜600 601〜 不明 合計 

Sh 32.5% 43.1% 28.2% 13.4% 8.3% 27.0% 

HB 25.0% 17.6% 19.2% 37.3% 0.0% 23.8% 

HN 5.0% 5.9% 12.8% 3.0% 16.7% 7.7% 

ML 0.0% 0.0% 0.0% 1.5% 0.0% 0.4% 

A 15.0% 11.8% 6.4% 0.0% 8.3% 7.3% 

M 0.0% 3.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4% 

シーア派 0.0% 2.0% 1.3% 1.5% 0.0% 1.2% 

不明 35.0% 33.3% 41.0% 44.8% 75.0% 41.1% 

  100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

 

0

5

10

15

20

25

30

〜 5 0 0 〜 5 5 0 〜 6 0 0 6 0 1 〜

グラフ①：所属学派グラフ①：所属学派グラフ①：所属学派グラフ①：所属学派
Sh HB HN ML A M
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法
学
派
が
明
ら
か
な
人
物
の
小
計
で
見
る
と
︑
第
三
期
が
も
っ
と
も
多
い
︒
要
因
と
し
て
は
四
五
九
／
一
〇
六
七
年
の
Sh
派
の
ニ
ザ
ー
ミ
ー

ヤ
学
院
が
創
設
さ
れ
て
以
降
︑
多
く
の
マ
ド
ラ
サ
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
︒
マ
ド
ラ
サ
は
法
学
を
教
え
る
・
学
ぶ
以
外
に
も
ワ

ア
ズ
を
行
う
場
所
と
し
て
も
活
用
さ
れ
た
︒
こ
の
点
は
第
三
章
で
改
め
て
取
り
上
げ
る
︒

　

法
学
者
全
体
の
傾
向
を
見
る
た
め
︑
対
象
年
代
は
六
〇
〇
年
ま
で
で
あ
る
が
︑
レ
ン
タ
ー
ガ
ム
の
研
究
を
参
照
す
る
︒
バ
グ
ダ
ー
ド
で
マ
ド

ラ
サ
の
教
師
で
あ
っ
た
ウ
ラ
マ
ー
の
う
ち
︑
Sh
派
一
四
三
名
︑
HB
派
六
四
名
︑
HF
派
五
八
名
で
あ
る︶

15
︵

︒
時
代
区
分
を
合
わ
せ
て
ワ
ー
イ
ズ
を
み

て
み
る
と
︑
Sh
派
五
七
名
︑
HB
派
三
五
名
︑
HF
派
一
五
名
で
︑
Sh
派
の
多
さ
は
顕
著
で
あ
る
︒
ま
た
︑
教
師
の
人
数
で
い
え
ば
︑
HB
派
は
HF
派

よ
り
や
や
多
い
程
度
で
あ
る
が
︑
ワ
ー
イ
ズ
で
は
HB
派
が
倍
以
上
で
あ
る
︒

　

神
学
派
に
つ
い
て
は
︑
Sh
派
か
つ
神
学
上
は
A
派
で
あ
る
人
物
は
第
三
期
ま
で
確
認
で
き
る
︒
学
問
上
の
解
釈
と
政
治
上
の
立
場
の
違
い
か

ら
︑
A
派
と
HB
派
が
激
し
く
対
立
し
て
い
た
五
五
〇
／
一
一
五
五
年
前
後
と
符
合
す
る︶

16
︵

︒

　

シ
ー
ア
派
の
場
合
︑
説
教
師
は
ワ
ー
イ
ズ
で
は
な
く
︑
宣
教
師dāʻī

と
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
︒
シ
ー
ア
派
と
し
て
扱
っ
た
ガ
ズ
ナ

ウ
ィ
ーA

bū al-Ḥ
asan al-G

haznaw
ī

︵
五
五
一
／
一
一
五
六
没
︶
は
︑
宮
殿
モ
ス
ク
や
ス
ル
タ
ー
ン
・
モ
ス
ク
で
ワ
ア
ズ
を
行
っ
て
い
た
と

さ
れ
る
時
期
の
所
属
学
派
は
不
明
で
あ
る
︒
晩
年
に
シ
ー
ア
派
に
転
向
し
た
と
も
記
述
さ
れ
る
が
︑
シ
ー
ア
派
宣
教
師
と
し
て
活
動
し
た
の

か
︑
そ
の
委
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
︒
本
稿
で
は
シ
ー
ア
派
に
属
す
る
人
物
の
著
作
を
参
照
し
て
い
な
い
た
め
︑
偏
り
が
あ
る
こ
と
は
否

め
な
い
︒

（
二
）
そ
の
他
の
修
得
学
問

　

法
学
以
外
で
も
っ
と
も
多
く
修
得
し
た
学
問
分
野
と
し
て
ハ
デ
ィ
ー
ス
が
挙
げ
ら
れ
る
︒T.Baghdād

や
そ
の
補
遺
な
ど
ハ
デ
ィ
ー
ス
伝
承

者
集
を
多
く
用
い
て
い
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る︶

17
︵

︒

　

法
学
に
次
い
で
文
学
が
各
年
代
を
通
し
て
比
較
的
高
い
割
合
で
あ
る
︒
イ
ブ
ン
・
ジ
ュ
バ
イ
ル
の
記
述
に
も
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー

を
﹁﹇
修
辞
学
の
﹈
作
詩
法
と
散
文
の
カ
ラ
ー
ム
︵
言
葉
︑
議
論
︑
教
義
神
学
︶
の
手
綱
を
巧
み
に
御
す
る︶

18
︵

﹂
と
し
て
称
賛
す
る
︒
優
れ
た
散
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文
や
詩
は
︑
説
教
の
際
に
聴
衆
を
引
き
付
け
る
に
は
効
果
を
発
揮
し
た
こ
と
が
窺
え
る
︒

　

そ
れ
以
外
で
は
︑
タ
サ
ウ
ウ
フ
︵
神
秘
思
想
︶
と
ズ
フ
ド
︵
禁
欲
主
義
︶
は
第
一
期
が
最
も
多
い
︒
第
三
期
以
降
ジ
ー
ラ
ー
ニ
ーʻA

bd al-

Q
ādir al-Jīlānī

︵
五
六
一
／
一
一
六
六
没︶

19
︵

︶
や
︑
ア
ブ
ー
・
ア
ン
ナ
ジ
ー
ブ
・
ア
ッ
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
の
よ
う
に
ス
ー
フ
ィ
ー
と
し
て
よ
く

知
ら
れ
る
人
物
が
散
見
さ
れ
る
が
︑
人
数
︑
割
合
と
も
に
大
き
な
変
化
は
な
い
︒

　

修
得
学
問
や
背
景
に
つ
い
て
記
述
が
な
い
も
の
は
︑
各
期
五
％
未
満
と
低
い
割
合
で
あ
り
︑
ワ
ア
ズ
を
行
う
に
は
︑
既
存
の
学
問
の
習
得
が

必
要
と
な
っ
て
い
た
︒

（
三
）
師
弟
関
係

　

イ
ス
ラ
ー
ム
諸
学
の
修
得
方
法
に
つ
い
て
︑
暗
記
及
び
口
述
が
重
要
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
既
に
多
く
の
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
︑
特
に

近
年
は
免
状
︑
許
可
証
を
意
味
す
る
イ
ジ
ャ
ー
ザijāza

に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究
が
複
数
発
表
さ
れ
て
い
る︶

20
︵

︒
し
か
し
ワ
ア
ズ
に
関
し
て
師

弟
関
係
が
確
認
で
き
る
の
は
数
例
で
あ
る
︒
イ
ブ
ン
・
ア
キ
ー
ルIbn ‘A

qīl

︵
五
一
三
／
一
一
一
九
没
︶
は
ア
ブ
ー
・
タ
ー
ヒ
ル
・
ブ
ン
・
ア

ル
ア
ッ
ラ
ー
フA

bū Ṭāhir b. al-ʻA
llāf

︵
四
四
二
／
一
〇
五
〇
没
︶
に
師
事
し
た
︒
こ
の
ア
ブ
ー
・
タ
ー
ヒ
ル
の
師
が
イ
ブ
ン
・
サ
ム
ウ
ー

ンIbn Sam
ʻūn

︵
三
八
七
／
九
九
七
没
︶
で
︑
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
が
﹃
説
教
師
の
書K

itāb al-Q
uṣṣāṣ w

a al-M
udhakkirīn

﹄
で

鑑
と
し
て
挙
げ
て
い
る
人
物
で
あ
る︶

21
︵

︒
他
に
は
︑
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
が
学
ん
だ
イ
ブ
ン
・
ア
ッ
ザ
ー
グ
ー
ニ
ーIbn al-Zāghūnī

︵
五
二
七
／
一
一
三
三
没
︶︑
他
方
︑
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ジ
ー
︑
ア
ブ
ー
・
ア
ン
ナ
ジ
ー
ブ
・
ア
ッ
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
か
ら
学
ん
だ
者
が

数
名
い
た
と
さ
れ
る
︒

　

ハ
デ
ィ
ー
ス
の
大
家
や
ニ
ザ
ー
ミ
ー
ヤ
学
院
の
教
授
の
よ
う
に
︑
一
〇
名
を
超
え
る
師
弟
関
係
・
伝
承
関
係
を
持
つ
ワ
ー
イ
ズ
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
︒
師
の
ワ
ア
ズ
の
集
会
を
継
ぐ
と
い
う
記
述
も
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
親
子
以
外
︑
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
︒
優
れ
た
ワ
ー

イ
ズ
で
あ
っ
た
こ
と
の
表
現
と
し
て
︑
彼
に
は
ワ
ア
ズ
に
お
け
る
︵
優
れ
た
︶
弁
舌
が
あ
っ
た︶

22
︵

︑
優
れ
た
腕
前
で
あ
っ
た︶

23
︵

と
い
う
記
述
が
み
ら

れ
る
︒
こ
れ
ら
は
個
人
の
技
量
に
対
し
て
な
さ
れ
て
お
り
︑
師
か
ら
受
け
継
ぐ
権
威
よ
り
︑
ワ
ー
イ
ズ
個
人
の
力
量
が
評
価
を
左
右
し
た
こ
と
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が
窺
え
る
︒

第
二
節　

社
会
的
背
景

（
一
）
地
理
的
背
景
：
出
身
地

　

出
身
地
に
つ
い
て
︑
バ
グ
ダ
ー
ド
と
そ
れ
以
外
の
地
域
を
︑
イ
ラ
ク
・
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
︑
イ
ラ
ン
以
東
︑
シ
リ
ア
以
西
︑
そ
の
他
︑
不
明
に
分

け
集
計
し
た
︒︵
グ
ラ
フ
②
︶

　

全
体
で
は
バ
グ
ダ
ー
ド
出
身
者
が
最
も
多
く
︑︑
イ
ラ
ン
以
東
の
出
身
者
が
そ
れ
に
続
く
︒
し
か
し
︑
増
減
に
注
目
す
る
と
︑
五
五
〇
年
を

境
に
前
後
百
年
で
大
き
く
傾
向
が
変
化
し
て
い
る
︒
イ
ラ
ン
以
東
の
出
身
者
は
第
二
期
ま
で
過
半
数
を
占
め
て
い
る
が
︑
後
半
は
バ
グ
ダ
ー
ド

出
身
者
が
急
増
し
︑
多
数
派
に
転
じ
る
︒
こ
れ
は
所
属
学
派
の
集
計
で
見
た
︑
Sh
派
と
HB
派
の
関
係
に
近
い
︒
グ
ラ
フ
②
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
︑
イ
ラ
ン
以
東
の
出
身
者
に
は
Sh
派
と
HF
派
が
多
く
︑
バ
グ
ダ
ー
ド
お
よ
び
イ
ラ
ク
・
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
出
身
者
に
HB
派
が
多
い
︒
こ
の
た
め
︑

出
身
地
と
所
属
学
派
は
よ
く
似
た
傾
向
を
示
し
た
︒

（
二
）
職
業

　

職
業
に
つ
い
て
記
述
の
あ
る
人
物
は
八
四
名
で
あ
っ
た
︒
集
計
の
際
︑
複
数
の
職
を
歴
任
あ
る
い
は
兼
任
し
た
人
物
は
重
複
し
て
計
上
し

た
︒︵
表
①
︶

　

最
も
多
か
っ
た
の
は
︑
マ
ド
ラ
サ
の
教
授
︑
教
授
代
理
︑
助
手
で
︑
延
べ
三
三
名
で
あ
っ
た
︒
こ
れ
と
並
ん
で
リ
バ
ー
ト
の
シ
ャ
イ
フ
と
そ

の
代
理
も
二
二
名
と
な
っ
て
い
る
︒
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
後
期
は
マ
ド
ラ
サ
と
リ
バ
ー
ト
が
多
数
建
設
さ
れ
た
時
期
で
あ
り
︑
教
授
職
や
シ
ャ
イ
フ

職
な
ど
に
就
く
こ
と
に
よ
っ
て
一
定
の
手
当
て
を
得
な
が
ら
そ
の
道
に
注
力
す
る
こ
と
が
で
き
︑
経
済
的
に
ウ
ラ
マ
ー
を
支
え
た︶

24
︵

︒

　

使
者
と
し
て
カ
リ
フ
か
ら
諸
王
朝
へ
赴
き
︑
あ
る
い
は
逆
に
諸
王
朝
か
ら
カ
リ
フ
へ
遣
わ
さ
れ
た
人
物
が
複
数
確
認
で
き
る
︒
延
べ
人
数
は

一
八
名
で
︑
後
半
に
な
る
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
︒
遣
わ
す
側
と
し
て
も
信
頼
で
き
︑
ま
た
相
手
に
対
し
礼
を
欠
く
こ
と
の
な
い
立
ち
居
振
る
舞
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  ～500 ～550 ～600 601～ 不明 合計 

バグダード出身 13 14 28 33 3 91 

イラク・ジャジーラ 3 2 4 8 0 17 

イラン以東 23 28 25 9 1 86 

シリア以西 1 4 7 6 0 18 

その他 0 0 1 1 1 3 

不明 0 3 13 10 7 33 

  40 51 78 67 12 248 
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35

〜 5 0 0 〜 5 5 0 〜 6 0 0 6 0 1 〜

グラフ②：出身地別グラフ②：出身地別グラフ②：出身地別グラフ②：出身地別
バグダード出身 イラク・ジャジーラ イラン以東
シリア以⻄ その他 不明
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表１（職業について）

 第一期  第二期  第三期  第四期  不明  延べ人数  

カーディー/その代理  3 3 3 3 1 13 

公証人  2 1   4   7 

教師/代理 /助手  3 5 12 13   33 

リバートのシャイフ/その代理  1 4 8 9   22 

モスク・廟のイマーム 1   3     4 

ワクフの監督者      1 4   5 

ヒスバ/その代理        3   3 

ハティーブ       6   6 

その他の官職        3   3 

使者  3 3 4 8   18 

他＊ 1 1 4 2   8 

延べ人数  14 17 35 55 1 122 

職業について記述有  11 15 29 28 1 84 

職業について記述有の比率  27.5% 29.4% 37.2% 41.8% 8.3% 33.9% 

各年代没年者  40 51 78 67 12 248 

＊都市のﾗｲｰｽ、ｸﾙｱｰﾝ読誦者、ﾀﾞｰﾙ･ｱﾙﾊﾃﾞｨｰｽのｼｬｲﾌ、商人など 
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い
の
で
き
る
役
割
に
︑
ワ
ー
イ
ズ
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
︒

　

カ
ー
デ
ィ
ー
と
そ
の
代
理
は
各
期
三
名
ず
つ
︑
没
年
不
明
者
を
含
め
延
べ
一
三
名
で
あ
っ
た︶

25
︵

︒
後
半
︑
特
に
第
四
期
に
な
る
と
︑
ワ
ク
フ
管

財
人nāẓir
︑
ヒ
ス
バ
職ḥisba

の
ほ
か
︑
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
代
理
な
ど
宮
廷
に
仕
え
る
要
職
に
就
い
た
者
︑
中
に
は
複
数
の
要
職
を
歴
任
︑
兼
任

す
る
者
が
散
見
さ
れ
る
︒
フ
ァ
ー
リ
キ
ーA

bū al-Ḥ
asan al-Fāriqī

︵
六
〇
三
／
一
二
〇
六
没
︑
Sh
派
︶
は
ニ
ザ
ー
ミ
ー
ヤ
学
院
で
学
び
︑
教

授
の
助
手m

uʻīd
︑
公
証
人
︑
フ
ァ
ト
ワ
ー
︵
法
意
見
︶
を
述
べ
る
な
ど
法
学
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
︑
カ
リ
フ
＝
ナ
ー
ス
ィ
ル
の
母

后
ズ
ム
ッ
ル
ド
・
ハ
ー
ト
ゥ
ー
ン
創
設
の
マ
ド
ラ
サ
の
教
授
を
務
め
た︶

26
︵

︒
ス
フ
ラ
ワ
ス
デ
ィ
ー
の
孫
で
あ
る
ア
ブ
ー
・
サ
ー
リ
フA

bū al-

Ṣāliḥ al-Jīlānī

︵
六
三
三
／
一
二
三
五
没
︑
HB
派
︶
は
公
証
人
︑
リ
バ
ー
ト
の
シ
ャ
イ
フ
︑
マ
ド
ラ
サ
の
教
授
︑
使
者
︑
大
カ
ー
デ
ィ
ー
な
ど

を
歴
任
し
た︶

27
︵

︒
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
の
息
子
ム
フ
イ
ー
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ンM

uḥyī al-D
īn b. al-Jaw

zī

︵
六
五
六
／
一
二
五
八
没
︑

HB
派
︶
も
ま
た
ワ
ク
フ
︑
ヒ
ス
バ
職
︑
執
事
長ustādh dār

︑︶
28
︵

使
者
︑
マ
ド
ラ
サ
の
教
授
な
ど
職
に
就
い
て
い
る︶

29
︵

︒

　

個
々
人
の
優
れ
た
資
質
や
能
力
が
前
提
条
件
に
な
る
が
︑
ワ
ー
イ
ズ
は
ウ
ラ
マ
ー
と
し
て
法
学
者
や
教
師
と
し
て
︑
ま
た
︑
宮
廷
の
中
で
マ

ド
ラ
サ
や
リ
バ
ー
ト
を
は
じ
め
広
く
社
会
で
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
窺
い
し
れ
る
︒

　

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
ワ
ー
イ
ズ
の
知
的
︑
社
会
的
背
景
に
つ
い
て
ま
と
め
る
︒

　

修
得
分
野
と
し
て
は
︑
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
に
重
き
が
置
か
れ
︑
次
い
で
法
学
︑
文
学
が
多
か
っ
た
︒
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
が
説
教
と
ス
ー

フ
ィ
ズ
ム
の
結
び
つ
き
を
指
摘
す
る
よ
う
に
︑
論
理
的
展
開
よ
り
は
情
緒
面
に
訴
え
る
と
い
う
面
で
は
共
通
す
る
要
素
は
あ
る︶

30
︵

︒
し
か
し
︑
数

人
の
傑
出
し
た
ス
ー
フ
ィ
ー
が
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
以
外
︑
説
教
と
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
が
強
く
結
び
つ
い
て
い
た
と
い
う
関
係
は
見
ら
れ
な
い
︒

　

法
学
派
の
う
ち
第
一
期
・
第
二
期
で
は
Sh
派
が
多
数
派
で
あ
っ
た
が
︑
第
三
期
に
入
り
減
少
︑
第
四
期
に
は
HB
派
が
逆
転
す
る
︒
出
身
地
域

で
も
︑
バ
グ
ダ
ー
ド
出
身
者
が
増
加
す
る︶

31
︵

︒

　

職
業
に
つ
い
て
は
︑
対
象
年
代
を
通
し
て
カ
ー
デ
ィ
ー
職
に
就
く
も
の
は
各
期
三
名
と
少
数
で
あ
っ
た
が
︑
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
て
有
職
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者
が
増
加
し
︑
職
種
も
多
様
に
な
る
︵
平
均
で
約
三
四
％
︑
第
四
期
は
約
四
二
％
︶︒
優
秀
な
ウ
ラ
マ
ー
が
多
方
面
で
活
躍
す
る
の
と
同
様
に

ワ
ア
ズ
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

　

こ
れ
ら
の
変
化
は
︑
バ
グ
ダ
ー
ド
を
取
り
巻
く
政
治
状
況
に
関
係
し
て
い
た
︒
第
一
期
・
第
二
期
︑
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
は
カ
リ
フ
と
バ
グ

ダ
ー
ド
に
対
し
て
政
治
・
軍
事
面
で
強
い
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
︒
五
〇
〇
／
一
一
〇
六
年
頃
ま
で
の
バ
グ
ダ
ー
ド
来
訪
者
の
中
で
は
︑
イ

ラ
ン
以
東
の
出
身
者
︑
学
派
で
は
Sh
派
と
HF
派
が
目
立
っ
て
多
い
︒
同
朝
は
両
派
の
た
め
の
マ
ド
ラ
サ
を
建
設
し
て
著
名
な
ウ
ラ
マ
ー
を
教
授

と
し
て
指
名
し
た
ほ
か
︑
ス
ル
タ
ー
ン
や
ワ
ズ
ィ
ー
ル
と
同
行
さ
せ
る
︑
あ
る
い
は
使
者
と
し
て
派
遣
す
る
な
ど
し
て
︑
バ
グ
ダ
ー
ド
を
訪
れ

る
こ
と
を
後
押
し
た
︒
軍
事
力
以
外
で
も
︑
協
力
的
な
ウ
ラ
マ
ー
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
は
そ
の
存
在
感
を
ウ
ラ

マ
ー
の
活
躍
を
介
し
て
発
揮
し
て
い
た
の
で
あ
る
︒
こ
の
傾
向
の
中
に
ワ
ー
イ
ズ
も
含
ま
れ
て
い
た
︒

第
三
章　

ワ
ア
ズ
の
場
と
状
況

　

ワ
ア
ズ
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
行
わ
れ
︑
行
為
と
し
て
は
簡
潔
に
﹁
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
﹂
と
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
︒
ま
た
︑﹁︵
某
は
︶

ワ
ア
ズ
の
集
会
を
持
っ
て
い
た
﹂
と
い
う
定
期
的
に
ワ
ア
ズ
を
行
う
機
会
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
表
現
も
あ
る
︒
何
処
で
︑
誰
に
対
し

て
行
っ
た
か
が
明
確
な
場
合
は
少
な
い
︒

　

場
所
と
し
て
は
広
く
﹁
バ
グ
ダ
ー
ト
で
﹂
と
都
市
や
地
域
名
が
挙
げ
ら
れ
る
場
合
と
︑﹁
宮
殿
モ
ス
ク
で
﹂﹁
ニ
ザ
ー
ミ
ー
ヤ
学
院
で
﹂
の
よ

う
に
具
体
的
な
場
所
が
示
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
︒

　

ワ
ア
ズ
が
行
わ
れ
た
場
所
を
丹
念
に
追
っ
て
い
く
と
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
の
持
つ
特
性
と
︑
個
々
の
ワ
ー
イ
ズ
の
特
徴
と
の
関
連
が
見
い
だ

せ
る
︒
場
に
つ
い
て
︑
公
共
性
の
高
い
﹁
会
衆
モ
ス
ク
と
マ
ス
ジ
ド
﹂︑
創
設
目
的
が
明
確
で
あ
る
﹁
マ
ド
ラ
サ
と
リ
バ
ー
ト
﹂︑
カ
リ
フ
と
そ

の
親
族
の
意
図
で
ワ
ア
ズ
が
始
め
ら
れ
た
﹁
カ
リ
フ
と
親
族
の
関
係
地
﹂︑
邸
宅
の
主
と
ワ
ー
イ
ズ
の
個
人
的
な
近
し
さ
が
窺
え
る
﹁
個
人
の



31　　アッバース朝後期バグダードにおけるワアズ

邸
宅
﹂︑
神
へ
畏
れ
を
喚
起
し
や
す
い
﹁
墓
と
葬
儀
﹂
の
五
つ
を
設
定
し
て
検
討
す
る
︒︵
表
２
︶

第
一
節　

会
衆
モ
ス
ク
と
マ
ス
ジ
ド

　

イ
ブ
ン
・
ジ
ュ
バ
イ
ル
が
訪
れ
た
五
八
〇
／
一
一
八
四
年
当
時
の
バ
グ
ダ
ー
ド
に
は
︑
会
衆
モ
ス
ク
︵
金
曜
日
の
集
団
礼
拝
が
行
わ
れ
る

ジ
ャ
ー
ミ
ー
︶
は
一
一
あ
り
︑
マ
ス
ジ
ド
︵
そ
れ
以
外
の
小
モ
ス
ク
︶
に
関
し
て
は
数
が
多
く
概
数
も
不
明
で
あ
っ
た
と
い
う︶

32
︵

︒
そ
の
う
ち
︑

対
象
年
代
当
時
の
政
治
の
中
心
で
あ
っ
た
テ
ィ
グ
リ
ス
川
東
岸
の
新
城
壁
内︶

33
︵

に
は
宮
殿
モ
ス
ク
︑
城
壁
外
に
は
マ
フ
デ
ィ
ー
・
モ
ス
ク
と
ス
ル

タ
ー
ン
・
モ
ス
ク
が
あ
り
︑
西
岸
に
は
マ
ン
ス
ー
ル
・
モ
ス
ク
が
あ
っ
た
︒

（
一
）
宮
殿
モ
ス
クJām

iʻ al-Q
as

4r / Jām
iʻ al-Khilāfa

　

カ
リ
フ
宮
殿
に
隣
接
す
る
モ
ス
ク
で
︑
対
象
年
代
を
通
し
て
バ
グ
ダ
ー
ド
東
岸
新
城
壁
内
の
中
心
と
な
る
会
衆
モ
ス
ク
で
あ
っ
た
︒
金
曜
礼

拝
を
行
う
以
外
に
︑
ハ
デ
ィ
ー
ス
の
伝
承
や
法
学
の
た
め
の
講
座
な
ど
も
開
か
れ
て
い
た
︒

　

こ
こ
で
は
二
三
名
が
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
こ
と
が
判
っ
て
い
る
︒
学
派
別
で
は
︑
Sh
派
一
二
名
︑
HB
派
七
名
︑
HF
派
が
一
名
︑
A
派
六
名
︑

シ
ー
ア
派
二
名
︑
学
派
不
明
者
二
名
で
あ
る
︒
人
数
的
に
は
Sh
派
が
多
い
が
︑
い
ず
れ
の
学
派
に
も
開
か
れ
た
モ
ス
ク
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
︒
ま
た
︑
バ
グ
ダ
ー
ド
出
身
や
同
地
で
没
し
た
の
で
は
な
い
人
物
が
多
い
こ
と
か
ら
︑
一
時
滞
在
中
に
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

例
え
ば
︑
ア
ブ
ー
・
ア
ル
ム
ア
イ
ヤ
ドA

bū al-M
uʼayyad al-G

haznaw
ī

︵
四
九
八
／
一
一
〇
四
没
︑
A
派
︶
は
巡
礼
途
中
の
四
九
五
／
一
一

〇
一
年
に
バ
グ
ダ
ー
ド
に
入
り
︑
一
年
数
个
月
滞
在
し
た
︒
そ
の
間
に
宮
殿
モ
ス
ク
で
ワ
ア
ズ
を
行
い
︑
そ
の
中
で
A
派
を
支
持
し
た
︒
こ
の

こ
と
に
よ
り
HB
派
と
の
間
で
騒
乱fitna

が
起
こ
っ
た
と
も
︑
一
方
で
驚
く
ほ
ど
人
気
が
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
る︶

34
︵

︒
バ
グ
ダ
ー
ド
を
去
っ
た
理

由
は
︑
騒
乱
を
起
こ
し
た
た
め
に
追
放
さ
れ
た
と
す
る
史
料
も
あ
る︶

35
︵

︒

　

バ
グ
ダ
ー
ド
出
身
で
は
HB
派
の
イ
ブ
ン
・
ア
ル
バ
ン
ナ
ーA

bū ʻA
lī b. al-B

annāʼ
︵
四
七
一
／
一
〇
七
八
没
︶
と
息
子
の
ア
ブ
ー･

ナ
ス

ルA
bū N

aṣr b. al-B
annāʼ

︵
五
一
〇
／
一
一
一
六
没
︶
は
同
モ
ス
ク
と
マ
ン
ス
ー
ル･
モ
ス
ク
に
そ
れ
ぞ
れ
法
学
︑
ワ
ア
ズ
︑
ハ
デ
ィ
ー
ス
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の
た
め
の
講
座
を
持
っ
て
い
た︶

36
︵

︒

　

五
四
二
／
一
一
四
七
年
に
ガ
ズ
ナ
ウ
ィ
ー
︵
既
出
︑
晩
年
シ
ー
ア
派
︶
は
︑
原
因
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
︑
同
モ
ス
ク
で
の
集
会
を
禁
止
さ

れ
︑
彼
の
椅
子
が
撤
去
さ
れ
た
︒
し
か
し
︑
翌
月
に
再
び
集
会
を
許
可
さ
れ
て
い
る︶

37
︵

︒
ガ
ズ
ナ
ウ
ィ
ー
は
こ
れ
よ
り
前
の
五
三
三
／
一
一
三
九

年
に
も
ワ
ア
ズ
を
禁
止
さ
れ
た
が
︑
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
彼
を
熱
烈
に
支
持
し
た
た
め
︑
す
ぐ
に
解
禁
さ
れ
た
︒
こ
の
後
は
ス
ル
タ
ー
ン
の
館

で
ワ
ア
ズ
を
行
う
よ
う
に
な
る
︵
後
述︶

38
︵

︶︒

　

五
五
五
／
一
一
六
〇
年
︑
カ
リ
フ
に
即
位
し
た
ム
ス
タ
ン
ジ
ド
︵
在
位
五
五
五
～
六
六
／
一
一
六
〇
～
七
〇
︶
は
︑
Sh
派
の
イ
ブ
ン
・
シ
ュ

ク
ラ
ー
ンA

bū al-Faḍāʼil b. Shuqrān

︵
五
六
一
／
一
一
六
六
没
︶
と
︑
同
派
の
ア
ブ
ー
・
ア
ン
ナ
ジ
ー
ブ
・
ア
ッ
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
︑
さ

ら
に
HB
派
の
ジ
ー
ラ
ー
ニ
ー
と
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
に
揃
っ
て
名
誉
の
長
衣
を
与
え
︑
宮
殿
モ
ス
ク
で
ワ
ア
ズ
の
集
会
を
持
つ
こ
と

を
許
可
し
た︶

39
︵

︒
カ
リ
フ
が
個
々
人
の
ワ
ー
イ
ズ
に
許
可
を
出
し
た
初
め
て
の
事
例
で
あ
る
︒

　

宮
殿
モ
ス
ク
と
い
う
場
所
柄
︑
ワ
ー
イ
ズ
へ
の
集
会
の
禁
止
や
そ
れ
を
解
除
し
た
主
体
は
︑
カ
リ
フ
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ

う
︒

（
二
）
マ
ン
ス
ー
ル
・
モ
ス
クJām
iʻ al-M

ans

4ūr

　

本
稿
で
扱
う
時
代
に
は
失
わ
れ
て
い
た
が
︑
か
つ
て
の
円
城
の
四
つ
の
門
の
ひ
と
つ
に
由
来
す
る
バ
ス
ラ
門
地
区
の
中
心
的
存
在
の
会
衆
モ

ス
ク
で
あ
る
︒
バ
ス
ラ
門
地
区
は
HB
派
支
持
者
が
多
く
︑
同
じ
く
西
岸
に
あ
る
シ
ー
ア
派
住
民
の
多
い
カ
ル
フ
地
区
と
度
々
衝
突
を
繰
り
返
し

て
い
た
︒
こ
の
モ
ス
ク
で
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
人
物
一
八
名
中
一
三
名
が
HB
派
で
あ
る
︒
そ
れ
以
外
の
学
派
の
人
物
が
行
っ
た
事
例
は
五
例
で
︑

う
ち
Sh
派
ま
た
は
A
派
の
三
名
に
対
し
聴
衆
は
強
い
拒
絶
反
応
を
示
し
て
い
る
︒

　

四
六
一
／
一
〇
六
八
年
︑
ハ
ラ
ー
ス
ィ
ーIlkiyā al-H

arāsī

︵
五
〇
四
／
一
一
一
一
没
︑
Sh
・
A
派
︶
は
︑
同
モ
ス
ク
の
ワ
ー
イ
ズ
か
ら
罷

免
さ
れ
︑
彼
の
椅
子
は
粉
々
に
壊
さ
れ
た
︒
A
派
の
人
々
を
賞
賛
し
︑
ハ
デ
ィ
ー
ス
の
徒
は
神
人
同
形
論
者m

ushabbiha

で
︶
40
︵

あ
る
と
述
べ
た

こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
と
い
う︶

41
︵

︒
神
人
同
形
論
者
と
い
う
語
は
HB
派
へ
の
非
難
・
軽
蔑
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
ハ
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ラ
ー
ス
ィ
ー
は
A
派
を
褒
め
称
え
︑
HB
派
を
侮
蔑
し
た
の
で
あ
る
︒
そ
の
後
︑
ハ
ー
シ
ム
家
の
イ
ブ
ン
・
ス
ッ
カ
ラIbn Sukkara al-H

āshim
ī

が
後
任
に
決
ま
っ
た︶

42
︵

︒

　

バ
ク
リ
ーA

bū al-Q
āsim

 al-B
akrī

︵
四
七
六
／
一
〇
八
三
没
︑
A
派
︶
は
バ
グ
ダ
ー
ド
内
で
A
派
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
を
認
め
る
と
い

う
︑
ニ
ザ
ー
ム
・
ア
ル
ム
ル
ク
に
よ
る
許
可
証
を
持
参
し
て
四
七
五
／
一
〇
八
一
年
に
到
着
し
た
︒
彼
は
他
の
全
て
の
会
衆
モ
ス
ク
で
ワ
ア
ズ

を
行
っ
た
後
︑
最
後
に
マ
ン
ス
ー
ル
・
モ
ス
ク
で
ワ
ア
ズ
を
行
い
た
い
と
主
張
し
た
︒
バ
ス
ラ
門
地
区
の
住
民
は
そ
れ
を
拒
む
だ
ろ
う
と
周
囲

か
ら
言
わ
れ
な
が
ら
︑
バ
ク
リ
ー
は
シ
フ
ナshiḥ

︶
43
︵na

の
協
力
を
得
て
武
装
し
た
ト
ル
コ
人
を
伴
い
︑
強
引
に
説
教
壇
に
上
っ
た
︒
マ
ン
ス
ー

ル
・
モ
ス
ク
の
扉
を
締
め
切
り
︑
誰
も
出
入
り
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
︑
そ
こ
で
﹁﹃
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
は
不
信
心
で
は
な
か
っ
た
︒
し
か
し
︑

悪
魔
た
ち
は
不
信
心
だ
っ
た
﹄︒︹
と
い
う
ク
ル
ア
ー
ン
の
章
句
に
な
ぞ
ら
え
て
︺
ア
フ
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ハ
ン
バ
ル
は
不
信
仰
者
で
は
な
か
っ

た
︒
彼
に
従
う
者
た
ち
が
︹
不
信
仰
者
︺
な
の
だ
﹂
と
強
烈
に
HB
派
を
侮
蔑
し
た
︒
こ
れ
に
対
し
︑
集
ま
っ
て
い
た
人
々
が
バ
ク
リ
ー
に
向

か
っ
て
石
な
ど
を
投
げ
つ
け
た
︒
そ
の
中
に
は
ハ
ー
シ
ム
家
の
人
々
も
い
た
が
︑
彼
ら
も
ま
た
処
罰
さ
れ
た︶

44
︵

︒

　

ま
た
︑
五
四
六
／
一
一
五
二
年
の
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ア
ッ
バ
ー
デ
ィ
ーIbn al-ʻA

bbādī

︵
五
四
七
／
一
一
五
二
没
︑
Sh
派
︶
の
場
合
で
も
︑

こ
れ
に
よ
く
似
た
構
図
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒
同
モ
ス
ク
で
ワ
ア
ズ
を
行
お
う
と
し
た
彼
は
﹁
そ
れ
は
し
て
は
な
ら
な
い
︒
西
岸
の
人
々
は

HB
派
以
外
に
与
し
な
い
﹂
と
止
め
ら
れ
る
︒
し
か
し
︑
大
ナ
キ
ー
ブ︶

45
︵

や
執
事
長
は
彼
に
保
護
を
与
え
︑
彼
は
巡
礼
月
五
日
／
三
月
一
四
日
金
曜

日
に
同
モ
ス
ク
に
や
っ
て
き
た
︒
彼
が
話
し
始
め
た
と
き
︑
聴
衆
が
騒
ぎ
出
し
︑
掴
み
合
い
に
な
る
な
ど
混
乱
を
極
め
た
︒
そ
れ
で
も
彼
は
武

装
し
た
人
々
や
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
に
仕
え
る
高
官
た
ち
に
守
ら
れ
な
が
ら
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た︶

46
︵

︒
イ
ブ
ン･

ア
ル
ア
ッ
バ
ー
デ
ィ
ー
は
五
四
一
／
一

一
四
六
年
に
ス
ル
タ
ー
ン
＝
サ
ン
ジ
ャ
ル
︵
在
位
五
一
一
～
五
二
／
一
一
一
八
～
五
七
︶
か
ら
の
使
者
と
し
て
バ
グ
ダ
ー
ド
に
到
着
し
︑
ラ
マ

ダ
ー
ン
月
に
は
宮
殿
モ
ス
ク
で
フ
ト
バ
を
行
い︶

47
︵

︑
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
人
々
が
集
ま
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
︒
ま
た
︑
カ
リ
フ
＝
ム
ク
タ

フ
ィ
ー
か
ら
ス
ル
タ
ー
ン
へ
の
使
者
と
し
て
遣
わ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た︶

48
︵

︒
彼
は
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
と
カ
リ
フ
の
双
方
と
良
好
な

関
係
で
あ
り
︑
バ
グ
ダ
ー
ド
の
住
民
か
ら
も
反
感
を
買
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
︒
そ
の
彼
も
バ
ス
ラ
門
地
区
住
民
か
ら
は
激
し
く
反
発
さ
れ
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て
い
る
︒

　

HB
派
以
外
の
ワ
ー
イ
ズ
で
聴
衆
か
ら
拒
絶
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
︑
ナ
イ
サ
ー
ブ
ー
リ
ーal-Ḥ

asan al-N
aysābūrī

︵
五
四
五
／
一
一
五
〇
没
︑

HF
派
︶
で
あ
る
︒
五
三
八
／
一
一
四
三
年
に
ス
ル
タ
ー
ン
＝
マ
ス
ウ
ー
ド
と
共
に
バ
グ
ダ
ー
ド
に
到
着
し
た
︒
彼
は
﹁
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
は

よ
い
が
︑
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
は
な
ら
ぬ
︒
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
は
よ
い
が
︑
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
派
は
な
ら
ぬ
︒
ハ
ン
バ
ル
派
は
よ
い
が
︑
神
人
同
形
論

は
な
ら
ぬ
﹂
と
言
い
︑
各
派
の
始
祖
を
讃
え
た︶

49
︵

︒
彼
は
ス
ル
タ
ー
ン
と
親
し
い
関
係
で
あ
っ
た
が
︑
A
派
を
批
判
し
た
こ
と
︑
イ
ブ
ン
・
ア
ル

ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
も
彼
の
講
義
に
参
加
す
る
ほ
ど
HB
派
と
友
好
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
聴
衆
は
反
発
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒

　

HB
派
の
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
が
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
︒
数
万
人
と
い
う
記
述
も
あ
る
ほ
ど
聴
衆
が
集
ま
っ

て
い
る
が
︑
騒
乱
が
起
こ
っ
た
こ
と
は
な
い
︒
例
え
ば
五
七
三
／
一
一
七
七
年
に
は
彼
の
ワ
ア
ズ
を
聴
い
て
五
三
人
が
悔
悛taw

ba

し
︑
そ
の

証
に
前
髪
を
切
っ
た
と
い
う︶

50
︵

︒
彼
が
イ
ブ
ン
・
ジ
ュ
バ
イ
ル
も
絶
賛
す
る
技
量
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
に
加
え
︑
HB
派
と
地
区
住
民
の
密
接
な

関
係
が
あ
っ
た
た
め
︑
聴
衆
の
反
応
に
大
き
な
違
い
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
︒

　

ワ
ア
ズ
が
き
っ
か
け
で
は
な
い
が
︑
HB
派
内
に
も
対
立
や
揉
め
事
は
あ
っ
た
︒
HB
派
の
カ
ー
デ
ィ
ー
で
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
の
大
家
で
あ
っ
た
ア

ブ
ー
・
ヤ
ァ
ラ
ーA

bū Yaʻlā b. al-Farrāʼ

︵
四
五
八
／
一
〇
六
六
没
︶
が
亡
く
な
り
︑
後
任
に
は
弟
子
の
イ
ブ
ン
・
ア
キ
ー
ル
︵
既
出
︶
が

就
い
た
︒
HB
派
の
他
の
年
長
の
候
補
者
を
抑
え
て
後
任
と
な
っ
た
こ
と
に
加
え
︑
M
派
に
関
心
を
持
っ
た
こ
と
か
ら
︑
イ
ブ
ン
・
ア
キ
ー
ル
は

一
部
の
HB
派
ウ
ラ
マ
ー
か
ら
激
し
く
非
難
さ
れ
姿
を
隠
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
︒
こ
の
バ
グ
ダ
ー
ド
内
で
身
を
隠
す
生
活
は
M
派
撤
回
を

公
に
宣
言
す
る
ま
で
続
い
た︶

51
︵

︒

　

以
上
か
ら
︑
HB
派
ウ
ラ
マ
ー
と
バ
ス
ラ
門
地
区
住
民
は
他
の
地
区
で
は
見
ら
れ
な
い
ほ
ど
強
固
に
結
束
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
バ
グ

ダ
ー
ド
の
秩
序
維
持
を
担
う
カ
リ
フ
や
ス
ル
タ
ー
ン
︑
大
ナ
キ
ー
ブ
も
住
民
の
意
に
反
し
て
介
入
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た︶

52
︵

︒

（
三
）
マ
フ
デ
ィ
ー
・
モ
ス
クJām

iʻ al-M
ahdī

／Jām
iʻ al-Rus

4āfa

　

歴
代
カ
リ
フ
の
墓
所
の
あ
る
ル
サ
ー
フ
ァ
地
区
に
あ
り
︑
別
名
ル
サ
ー
フ
ァ
・
モ
ス
ク
と
い
う
︒
東
岸
で
は
最
も
古
い
会
衆
モ
ス
ク
で
あ
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る
︒
こ
こ
で
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
の
は
︑
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
ー
・
イ
マ
ー
マIbn A

bī ʻIm
ām

a

︵
五
〇
六
／
一
一
一
二
没
︶︑

ア
ン
バ
ー
リ
ーA

bū M
anṣūr al-A

nbārī

︵
五
〇
七
／
一
一
一
三
没
︶︑
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
の
三
名
で
︑
い
ず
れ
も
HB
派
で
あ
っ
た
︒

　

イ
ブ
ン
・
ア
ビ
ー
・
イ
マ
ー
マ
は
︑
バ
グ
ダ
ー
ド
来
訪
時
に
同
モ
ス
ク
に
金
曜
礼
拝
に
や
っ
て
き
た
ニ
ザ
ー
ム･

ア
ル
ム
ル
ク
に
対
し
ワ
ア

ズ
を
行
っ
た
︒
不
正
を
退
け
︑
公
正
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る
訓
戒
を
行
い
︑
最
後
の
審
判
の
日
を
暗
示
す
る
節
を
引
用
し
た
︒
そ
れ
を
聴
い
た

ニ
ザ
ー
ム
・
ア
ル
ム
ル
ク
は
感
涙
に
咽
び
︑
百
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
を
与
え
よ
う
と
し
た
︒
し
か
し
︑
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
ー
・
イ
マ
ー
マ
は
カ
リ
フ
親

政
を
主
唱
す
る
HB
派
ら
し
く
︑
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
ワ
ズ
ィ
ー
ル
か
ら
の
褒
美
は
受
け
取
ら
な
か
っ
た︶

53
︵

︒

　

ア
ン
バ
ー
リ
ー
は
同
モ
ス
ク
で
ワ
ア
ズ
を
行
い
︑
フ
ァ
ト
ワ
ー
も
述
べ
た
と
い
う
︒
ま
た
︑
バ
グ
ダ
ー
ド
の
大
カ
ー
デ
ィ
ー
を
務
め
た
HF
派

の
ダ
ー
マ
ガ
ー
ニ
ーA

bū ʻA
bd A

llāh al-D
ām

aghānī

︵
四
七
八
／
一
〇
八
五
没
︶
の
も
と
で
公
証
人
を
務
め
た
ほ
か
︑
同
モ
ス
ク
に
近
く
HF

派
の
優
勢
な
タ
ー
ク
門
地
区
の
カ
ー
デ
ィ
ー
も
務
め
た︶

54
︵

︒
こ
の
二
例
は
第
一
期
︑
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
が
カ
リ
フ
の
側
近
人
事
に
も

容
喙
し
て
い
た
時
期
に
相
当
す
る
︒

（
四
）
ス
ル
タ
ー
ン
・
モ
ス
クJām

iʻ al-Sult

4ān

　

五
二
四
／
一
一
三
〇
年
に
完
成
し
た
東
岸
に
あ
る
︑
城
壁
の
外
に
あ
る
会
衆
モ
ス
ク
で
あ
る
︒
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
歴
代
ス
ル
タ
ー
ン
が
バ
グ

ダ
ー
ド
滞
在
時
に
利
用
し
た
ス
ル
タ
ー
ン
の
館
に
隣
接
し
て
建
設
さ
れ
た︶

55
︵

︒
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ア
ッ
バ
ー
デ
ィ
ー
と
ガ
ズ
ナ
ウ
ィ
ー
が
︑
こ
こ
で

ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
︒

　

イ
ブ
ン
・
ア
ル
ア
ッ
バ
ー
デ
ィ
ー
に
つ
い
て
は
︵
二
︶
マ
ン
ス
ー
ル
・
モ
ス
ク
で
も
触
れ
た
よ
う
に
︑
HB
派
と
の
衝
突
の
原
因
と
な
る
一
方

で
︑
大
勢
の
聴
衆
が
集
ま
る
ほ
ど
人
気
も
あ
っ
た
︒
彼
は
五
四
一
／
一
一
四
七
年
に
同
モ
ス
ク
で
︑
ス
ル
タ
ー
ン
＝
マ
ス
ウ
ー
ド
に
向
け
信
徒

に
対
し
て
行
う
べ
き
事
柄
を
献
言
す
る
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
︒
こ
の
後
︑
外
に
出
た
彼
は
人
々
か
ら
賛
同
を
得
た
と
い
う︶

56
︵

︒

　

正
確
な
時
期
は
不
明
だ
が
︑
ガ
ズ
ナ
ウ
ィ
ー
は
﹁
シ
ー
ア
派
に
共
感
し
︑
異
国
人
た
ちaʻjām

の
︶
57
︵

愛
顧
を
誇
り
に
し
︑
カ
リ
フ
一
門
を
讃
え

な
か
っ
た
﹂
こ
と
や
ワ
ア
ズ
の
中
で
の
発
言
が
原
因
で
宮
殿
モ
ス
ク
で
の
説
教
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
︒
そ
の
時
︑
ス
ル
タ
ー
ン
＝
マ
ス
ウ
ー
ド
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か
ら
指
名
さ
れ
︑
マ
ス
ウ
ー
ド
自
身
が
臨
席
す
る
中
で
ガ
ズ
ナ
ウ
ィ
ー
は
ワ
ア
ズ
を
行
い
︑
ス
ル
タ
ー
ン
を
賞
揚
し
︑
カ
リ
フ
を
批
判
し
た︶

58
︵

︒

　

こ
こ
で
の
事
例
は
以
上
の
二
例
の
み
で
あ
る
が
︑
い
ず
れ
も
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
の
支
配
地
域
の
出
身
で
︑
以
前
か
ら
ス
ル
タ
ー
ン
と
友
好
的

な
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
共
通
す
る
︒
ガ
ズ
ナ
ウ
ィ
ー
の
集
会
中
に
︑
聴
衆
の
一
人
が
説
教
を
中
断
さ
せ
た
こ
と
が
あ
る
︒
そ
の
時
︑
他

の
人
々
が
そ
れ
に
同
調
し
た
様
子
は
な
く
︑
カ
ズ
ナ
ウ
ィ
ー
の
言
動
を
容
認
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
ス
ル
タ
ー
ン
・
モ
ス
ク
は
︑
バ
グ

ダ
ー
ド
に
あ
り
な
が
ら
一
種
の
飛
び
地
の
よ
う
に
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
︒

（
四
）
そ
の
他
の
マ
ス
ジ
ド

　

小
規
模
な
マ
ス
ジ
ド
で
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
人
物
は
九
名
い
る
︒
例
え
ば
ザ
イ
ト
ゥ
ー
ニ
ーA

bū al-Thanāʼ al-Zaytūnī

︵
五
七
三
／
一
一
七

七
没
︶
は
バ
ス
ラ
門
地
区
住
民
で
あ
っ
た
が
︑
東
岸
の
火
曜
市
場
地
区
に
居
を
移
し
︑
自
身
の
マ
ス
ジ
ド
で
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
と
い
う︶

59
︵

︒
他
に

も
規
模
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
︑
複
数
の
マ
ス
ジ
ド
で
ワ
ア
ズ
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
︒

　

以
上
の
事
例
か
ら
︑
各
モ
ス
ク
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
地
条
件
や
政
治
的
背
景
に
よ
っ
て
そ
こ
で
行
わ
れ
る
ワ
ア
ズ
の
傾
向
が
異
な
っ
て
い
た
こ

と
が
解
る
︒
宮
殿
モ
ス
ク
で
あ
れ
ば
カ
リ
フ
の
︑
ス
ル
タ
ー
ン･

モ
ス
ク
で
あ
れ
ば
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
か
そ
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
許

可
ま
た
は
承
認
が
必
要
で
あ
っ
た
︒
ま
た
︑
マ
ン
ス
ー
ル･

モ
ス
ク
の
場
合
は
HB
派
ウ
ラ
マ
ー
と
そ
こ
に
集
う
バ
ス
ラ
門
地
区
住
民
の
意
向
が

も
っ
と
も
重
要
で
あ
り
︑
こ
れ
を
無
視
し
た
行
為
に
は
激
し
い
反
発
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
︒

　

対
象
年
代
中
︑
政
治
上
の
中
心
地
は
カ
リ
フ
宮
殿
の
あ
る
東
岸
の
新
城
壁
内
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
新
城
壁
外
の
ス
ル
タ
ー
ン･

モ
ス
ク
で

は
カ
リ
フ
批
判
が
行
わ
れ
︑
ま
た
バ
ス
ラ
門
地
区
住
民
と
HB
派
の
強
い
結
束
に
よ
っ
て
他
の
権
威
を
受
け
付
け
な
か
っ
た
︒
ワ
ア
ズ
が
行
わ
れ

る
場
︑
特
に
会
衆
モ
ス
ク
で
は
学
派
や
政
治
的
党
派
︑
地
区
住
民
と
い
っ
た
異
な
る
原
理
が
働
い
て
い
た
︒ 

第
二
節　

マ
ド
ラ
サ
・
リ
バ
ー
ト

　

対
象
年
代
中
︑
バ
グ
ダ
ー
ド
に
は
マ
ド
ラ
サ
は
三
七
ヵ
所
︑
リ
バ
ー
ト
は
二
四
ヵ
所
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る︶

60
︵

︒
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（
一
）
ニ
ザ
ー
ミ
ー
ヤ
学
院

　

四
五
九
／
一
〇
六
七
年
に
完
成
し
た
ニ
ザ
ー
ミ
ー
ヤ
学
院
は
︑
Sh
派
と
A
派
の
マ
ド
ラ
サ
で
あ
っ
た
︒
創
設
者
ニ
ザ
ー
ム
・
ア
ル
ム
ル
ク
は

教
授
の
他
に
︑
ワ
ア
ズ
を
行
う
ワ
ー
イ
ズ
︑
司
書
︑
ク
ル
ア
ー
ン
朗
誦
者
︑
ア
ラ
ビ
ア
語
を
教
え
る
文
法
学
者
が
い
る
こ
と
な
ど
を
条
件
と
し

て
定
め
た︶

61
︵

︒
こ
の
規
定
に
よ
り
︑
こ
の
マ
ド
ラ
サ
に
は
ワ
ー
イ
ズ
が
常
駐
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

　

こ
こ
で
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
人
物
は
計
一
八
名
で
︑
う
ち
一
四
名
が
Sh
派
︵
兼
A
派
六
名
︶︑
A
派
一
名
︑
不
明
二
名
で
あ
る
︒
Sh
派
が
圧
倒

的
に
多
い
の
は
︑
設
立
の
目
的
に
適
っ
て
い
る
︒

　

対
象
年
代
を
通
し
て
同
学
院
に
お
け
る
ワ
ア
ズ
の
記
述
は
散
見
す
る
が
︑
対
象
年
代
前
半
と
後
半
で
は
そ
の
傾
向
が
異
な
っ
て
い
る
︒
特
に

前
半
こ
こ
で
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
人
物
一
一
名
の
う
ち
︑
A
派
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ど
し
て
HB
派
と
対
立
︑
騒
乱
の
原
因
と
な
っ
た
人
物
が
四
名

い
る
︒
こ
れ
に
対
し
後
半
六
名
の
う
ち
A
派
に
関
す
る
発
言
が
混
乱
の
引
き
金
に
な
っ
た
例
は
な
い
︒
ま
ず
前
半
の
二
例
を
検
討
す
る
︒

　

ク
シ
ャ
イ
リ
ーA

bū N
aṣr al-Q

ushayrī
︵
五
一
四
／
一
一
二
〇
年
没
︑
Sh
・
A
派
︶
は
四
六
九
／
一
〇
七
六
年
に
︑
HB
派
を
神
人
同
形
論

者
と
結
び
つ
け
て
語
っ
た
︒
こ
の
こ
と
が
原
因
で
A
派
と
HB
派
の
間
で
騒
乱
が
起
こ
り
︑
死
傷
者
が
出
る
ほ
ど
激
化
し
た
︒
同
年
︑
ク
シ
ャ
イ

リ
ー
は
バ
グ
ダ
ー
ド
か
ら
追
放
さ
れ
た︶

62
︵

︒
四
年
後
の
四
七
三
／
一
〇
八
〇
年
に
ワ
ー
イ
ズ
た
ち
は
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン
に
集
め
ら
れ
た
︒
彼
ら
は
そ

こ
で
四
年
前
の
ク
シ
ャ
イ
リ
ー
の
騒
乱
の
原
因
と
な
っ
た
神
学
や
諸
学
派al-m

adhāhib

に
つ
い
て
ワ
ア
ズ
の
中
で
述
べ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
制
限
付
き
で
︑
再
び
集
会
を
持
つ
こ
と
が
許
さ
れ
た︶

63
︵

︒

　

し
か
し
︑
第
一
節
︵
二
︶
マ
ン
ス
ー
ル
・
モ
ス
ク
で
触
れ
た
よ
う
に
︑
こ
の
約
二
年
後
に
バ
ク
リ
ー
が
こ
の
カ
リ
フ
か
ら
の
指
示
を
無
視
す

る
内
容
の
︑
ニ
ザ
ー
ム
・
ア
ル
ム
ル
ク
の
許
可
書
を
持
参
し
て
来
訪
す
る
︒
バ
グ
ダ
ー
ド
の
あ
ら
ゆ
る
モ
ス
ク
で
ワ
ア
ズ
を
行
い
︑
A
派
に
つ

い
て
述
べ
た
た
め
に
騒
乱
の
発
端
と
な
っ
て
い
る
︒
カ
リ
フ
と
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
権
力
の
及
ぶ
範
囲
を
バ

グ
ダ
ー
ド
の
人
々
に
示
す
際
︑
ワ
ー
イ
ズ
を
利
用
し
た
一
例
で
あ
ろ
う
︒

　

五
三
八
／
一
一
四
三
年
に
同
学
院
の
ひ
と
つ
の
転
換
点
と
な
る
出
来
事
が
起
こ
る
︒
ス
ル
タ
ー
ン
＝
マ
ス
ウ
ー
ド
と
と
も
に
バ
グ
ダ
ー
ド
入
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り
し
た
ナ
イ
サ
ー
ブ
ー
リ
ー
︵
既
出
︶
は
︑
同
学
院
に
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
の
名
が
掲
げ
て
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
﹁
ア
ッ
ラ
ー
は
地
上
に
神
学al-

kalām
を
現
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
﹂
と
述
べ
た
︒
そ
れ
を
聴
い
た
ス
ル
タ
ー
ン
＝
マ
ス
ウ
ー
ド
は
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
の
名
を
消
し
︑
そ
の
場
所
に

シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
の
名
を
書
く
こ
と
を
命
じ
た︶

64
︵

︒
こ
れ
は
創
設
者
亡
き
後
︑
教
授
を
任
命
し
て
き
た
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
も
︑
同
学

院
内
で
A
派
神
学
に
関
す
る
発
言
を
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
と
言
え
る
︒
ア
ス
フ
ァ
ラ
ー
イ
ー
ニ
ーA

bū al-Futūḥ al-A
sfarāʻīnī

︵
五
三
八
／
一
一
四
三
没
︑
Sh
・
A
派
︶
の
例
を
挙
げ
よ
う
︒
五
一
六
／
一
一
二
二
年
に
バ
グ
ダ
ー
ド
に
到
着
し
︑
集
会
に
は
カ
リ
フ
が
臨
席

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
︑
五
二
一
／
一
一
二
七
年
に
は
ハ
デ
ィ
ー
ス
に
つ
い
て
誤
っ
た
解
釈
を
述
べ
る
な
ど
し
た
た
め
︑
鞭
打
ち
の
刑
に
処
さ

れ
た
︒
カ
リ
フ
は
集
会
を
禁
止
し
︑
バ
グ
ダ
ー
ド
か
ら
の
退
去
を
命
じ
た︶

65
︵

︒
し
か
し
︑
五
三
八
／
一
一
四
三
年
︑
先
に
述
べ
た
ア
シ
ュ
ア
リ
ー

の
名
の
撤
去
の
後
に
戻
っ
て
来
た
彼
は
︑
再
び
A
派
に
つ
い
て
述
べ
︑
市
街
で
騒
乱
が
起
こ
っ
た
︒
こ
の
時
は
ガ
ズ
ナ
ウ
ィ
ー
が
ス
ル
タ
ー
ン

の
元
へ
赴
い
て
進
言
し
︑
ス
ル
タ
ー
ン
が
ア
ス
フ
ァ
ラ
ー
イ
ー
ニ
ー
に
バ
グ
ダ
ー
ド
か
ら
の
退
去
を
命
じ
て
い
る︶

66
︵

︒
同
学
院
の
事
柄
に
関
し
て

は
ス
ル
タ
ー
ン
が
差
配
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
出
来
事
で
あ
る
︒

　

も
う
一
つ
ニ
ザ
ー
ミ
ー
ヤ
学
院
に
と
っ
て
重
大
な
出
来
事
が
︑
五
四
七
／
一
一
五
二
年
の
ス
ル
タ
ー
ン
＝
マ
ス
ウ
ー
ド
の
死
去
の
後
に
起

こ
っ
た
︒
同
学
院
の
教
授
指
名
に
関
し
て
︑
数
年
前
か
ら
カ
リ
フ
と
ス
ル
タ
ー
ン
の
間
で
は
緊
張
関
係
が
続
い
て
い
た
︒
五
四
五
／
一
一
五
〇

年
に
以
前
か
ら
同
学
院
で
ワ
ア
ズ
を
行
っ
て
い
た
ア
ブ
ー
・
ア
ン
ナ
ジ
ー
ブ
・
ア
ッ
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
は
︑
ス
ル
タ
ー
ン
か
ら
教
授
に
指
名

さ
れ
た
︒
こ
の
時
︑
彼
は
教
授
就
任
に
関
し
て
カ
リ
フ
＝
ム
ク
タ
フ
ィ
ー
か
ら
の
承
認
を
希
望
し
︑
そ
れ
を
得
て
い
る︶

67
︵

︒
そ
し
て
五
四
七
／
一

一
五
二
年
︑
死
亡
し
た
書
家
の
同
学
院
内
に
残
し
た
私
財
の
処
分
を
巡
っ
て
揉
め
事
が
起
き
る
と
︑
ア
ブ
ー
・
ア
ン
ナ
ジ
ー
ブ
は
カ
リ
フ
に

よ
っ
て
教
授
か
ら
罷
免
さ
れ
た
︒
彼
は
復
帰
を
望
ん
だ
が
︑
カ
リ
フ
か
ら
許
可
は
得
ら
れ
ず
︑
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
の
シ
フ
ナ
の
力
添
え
で
そ
の

郎
党
と
共
に
学
院
に
戻
り
︑
講
義
を
再
開
す
る
︒
こ
の
直
後
︑
マ
ス
ウ
ー
ド
死
去
の
知
ら
せ
が
バ
グ
ダ
ー
ド
に
届
き
︑
シ
フ
ナ
は
テ
ィ
ク
リ
ー

ト
へ
逃
亡
し
た
︒
カ
リ
フ
は
ア
ブ
ー
・
ア
ン
ナ
ジ
ー
ブ
を
改
め
て
罷
免
・
処
罰
し
︑
自
ら
選
ん
だ
イ
ブ
ン
・
ア
ン
ニ
ザ
ー
ムIbn al-N

iẓām
 al-

Ṭūsī

︵
五
六
一
／
一
一
六
六
没
︶
を
教
授
に
据
え
た︶

68
︵

︒
以
後
︑
ニ
ザ
ー
ミ
ー
ヤ
学
院
の
教
授
指
名
は
カ
リ
フ
が
行
う
よ
う
に
な
っ
た
︒
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こ
の
以
後
の
事
例
を
見
て
み
よ
う
︒
五
五
六
／
一
一
六
一
年
に
カ
ズ
ウ
ィ
ー
ニ
ーA
bū al-K

hayr al-Q
azw

īnī

︵
五
九
〇
／
一
一
九
四
没
︑

Sh
・
A
派
︶
が
バ
グ
ダ
ー
ド
に
到
着
し
た
︒
彼
が
ア
ー
シ
ュ
ー
ラ
ー
︵
ム
ハ
ッ
ラ
ム
月
一
〇
日
︶
の
日
に
同
学
院
で
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
際
︑
聴

衆
か
ら
﹁﹃︵
カ
ル
バ
ラ
ー
で
ア
リ
ー
の
息
子
の
フ
サ
イ
ン
を
殺
害
し
た
︶
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
・
ブ
ン
・
ム
ア
ー
ウ
ィ
ヤ
よ
︑
呪
わ
れ
よ
﹄
と
言
う
の

だ
﹂
と
要
求
さ
れ
た
が
︑﹁
彼
は
ジ
ハ
ー
ド
を
行
う
者
で
あ
っ
た
﹂
と
応
じ
︑
ヤ
ズ
ィ
ー
ト
を
貶
め
る
こ
と
を
拒
否
し
た
︒
す
る
と
煉
瓦
を
投

げ
つ
け
ら
れ
た
と
い
う︶

69
︵

︒
彼
は
こ
の
出
来
事
の
の
ち
一
旦
バ
グ
ダ
ー
ド
を
離
れ
る
が
再
来
し
︑
五
六
九
／
一
一
七
三
年
か
ら
五
八
〇
／
一
一
八

四
年
ま
で
同
学
院
の
教
授
を
務
め
た︶

70
︵

︒
こ
の
間
に
次
節
で
触
れ
る
バ
ド
ル
門
で
ワ
ア
ズ
を
行
う
よ
う
に
な
る
︒

　

六
〇
一
／
一
二
〇
五
年
に
HB
派
法
学
者
で
ワ
ー
イ
ズ
で
も
あ
っ
た
ハ
ッ
ラ
ー
ニ
ーʻA

bd al-M
unʻim

 al-Ḥ
arrānī

が
死
亡
し
た
際
︑
同
学
院

で
葬
儀
の
礼
拝
が
行
わ
れ
た︶

71
︵

︒
第
三
期
ま
で
は
Sh
派
以
外
の
ウ
ラ
マ
ー
の
葬
儀
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
が
︑
第
四
期
以
降
散
見
す
る︶

72
︵

︒

六
〇
〇
／
一
二
〇
四
年
第
四
期
に
入
る
頃
に
は
︑
同
学
院
は
Sh
派
を
掲
げ
た
マ
ド
ラ
サ
で
あ
り
な
が
ら
︑
ワ
ア
ズ
の
集
会
や
葬
儀
で
は
他
の
学

派
に
も
開
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
︒

（
二
）
タ
ー
ジ
ー
ヤ
学
院 al-M

adrasa al-Tājīya

　

四
八
二
／
一
〇
八
九
年
に
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
＝
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ー
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
で
あ
っ
た
タ
ー
ジ
ュ
・
ア
ル
ム
ル
クTāj al-

M
ulk

︵
四
八
五
／
一
〇
九
二
没
︶
が
東
岸
の
新
城
壁
内
ア
ブ
ラ
ズ
門
地
区
に
建
設
し
た
Sh
派
の
マ
ド
ラ
サ
で
あ
る
︒
こ
こ
で
ワ
ア
ズ
を
行
っ

た
者
は
五
名
で
︑
Sh
派
三
名
︑
HF
派
一
名
︑
学
派
不
明
が
一
名
で
あ
っ
た
︒
Sh
派
で
は
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
弟
ア
ブ
ー
・
ア
ル
フ
ト
ゥ
ー
フA

bū 

al-Futūḥ al-G
hazālī

︵
五
二
〇
／
一
一
二
六
没︶

73
︵

︶︑
同
学
院
の
初
代
教
授
の
息
子
で
後
に
教
授
も
務
め
た
シ
ャ
ー
シ
ーA

bū M
uḥam

m
ad al-

Shāshī

︵
五
二
八
／
一
一
三
四
没
︶︑
そ
し
て
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ーShiḥāb al-D

īn al-Tūsī

︵
五
九
六
／
一
二
〇
〇
没
︑
Sh
・
A
派
︶
で
あ
る
︒

　

ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
は
五
六
七
／
一
一
七
〇
年
に
バ
グ
ダ
ー
ド
に
入
っ
た
︒
彼
は
武
装
し
た
護
衛
を
伴
っ
て
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
も
と
を
訪
れ
た
が
面

会
を
拒
否
さ
れ
た︶

74
︵

︒
ま
た
︑
五
六
九
／
一
一
七
三
年
に
同
学
院
で
集
会
を
持
ち
﹁
イ
ブ
ン
・
ム
ル
ジ
ャ
ム︶

75
︵

は
ア
リ
ー
を
殺
し
た
こ
と
に
つ
い
て

不
信
仰
者
で
は
な
い
﹂
と
い
う
発
言
を
し
た
︒
こ
れ
を
聴
い
て
い
た
人
々
は
激
高
し
︑
煉
瓦
を
投
げ
て
彼
を
護
衛
と
と
も
に
追
い
出
し
た
︒
こ
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の
騒
ぎ
は
市
街
に
拡
大
し
︑
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
は
外
出
を
禁
じ
ら
れ
た
︒
そ
れ
で
も
事
態
は
収
ま
ら
ず
︑
全
て
の
ワ
ー
イ
ズ
に
禁
令
が
出
さ
れ

た
︒
の
ち
に
大
ナ
キ
ー
ブ
が
遣
わ
さ
れ
た
が
︑
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
は
﹁
あ
な
た
は
カ
リ
フ
宮
廷
の
代
理
人
だ
が
︑
私
は
地
上
に
お
け
る
神
の
代
理

人
で
あ
る
﹂
と
発
言
し
︑
こ
れ
に
対
し
大
ナ
キ
ー
ブ
は
﹁
そ
な
た
は
シ
ャ
イ
タ
ー
ン
の
代
理
人
で
あ
る
﹂
と
返
し
た
と
い
わ
れ
る
︒
こ
れ
を
聴

い
た
カ
リ
フ
は
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
に
バ
グ
ダ
ー
ド
か
ら
の
退
去
を
命
じ
た
と
︑
ス
ィ
ブ
ト
・
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
は
伝
え
る︶

76
︵

︒
し
か
し

一
方
で
彼
は
当
時
の
大
カ
ー
デ
ィ
ー
と
姻
戚
関
係
に
あ
り
︑
史
料
に
よ
っ
て
は
退
去
さ
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
︑
単
に
バ
グ
ダ
ー
ド
を
去
っ
た

と
す
る
も
の
も
あ
る︶

77
︵

︒
こ
の
後
︑
彼
は
エ
ジ
プ
ト
に
移
住
し
︑
フ
ス
タ
ー
ト
の
会
衆
モ
ス
ク
で
ワ
ア
ズ
を
行
う
な
ど
大
変
な
人
気
を
集
め
た
︒

同
地
で
亡
く
な
っ
た
際
に
は
多
く
の
参
列
者
が
集
ま
り
︑
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
ス
ル
タ
ー
ン
＝
ア
ー
デ
ィ
ル
や
ア
ミ
ー
ル
た
ち
が
騎
乗
し
て
葬
列
に

加
わ
っ
た
と
い
う︶

78
︵

︒

　

こ
の
よ
う
に
同
一
人
物
で
あ
っ
て
も
︑
周
囲
か
ら
の
反
応
や
評
価
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
あ
っ
た
︒

（
三
）
ム
ス
タ
ン
ス
ィ
リ
ー
ヤ
学
院al-M

adrasa al-M
ustans

4irīya

　

カ
リ
フ
自
ら
が
創
設
し
た
最
初
の
マ
ド
ラ
サ
で
︑
六
三
一
／
一
二
三
四
年
に
完
成
し
た
︒
創
設
者
カ
リ
フ
＝
ム
ス
タ
ン
ス
ィ
ル
︵
在
位
六
二

三
～
四
一
／
一
二
二
六
～
四
二
︶
の
名
を
冠
す
る
︒
テ
ィ
グ
リ
ス
川
に
面
し
︑
カ
リ
フ
宮
殿
に
隣
接
し
た
︒
ま
た
︑
同
学
院
は
初
め
て
四
法
学

派
を
揃
え
た
こ
と
で
も
特
筆
に
価
す
る︶

79
︵

︒
そ
れ
ま
で
の
法
学
派
間
の
不
均
衡
と
対
立
関
係
を
是
正
す
る
こ
と
で
︑
カ
リ
フ
は
そ
の
権
力
と
威
光

を
示
す
こ
と
を
意
図
し
た
と
考
え
ら
れ
る︶

80
︵

︒

　

当
時
バ
グ
ダ
ー
ド
に
は
人
材
の
い
な
か
っ
た
ML
派
教
授
と
し
て
サ
ラ
ー
ジ
ュ
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ンSarāj al-D

in al-M
ālikī

︵
六
六
九
／
一
二

七
一
没
︶
が
招
聘
さ
れ
︑
六
三
三
／
一
二
三
五
～
六
年
に
家
族
︑
ML
派
法
学
者
た
ち
と
共
に
イ
ス
カ
ン
ダ
リ
ー
ヤ
か
ら
到
着
し
た
︒
彼
は
一
二

の
講
義
を
行
い
︑
最
後
を
ワ
ア
ズ
で
締
め
括
っ
た︶

81
︵

︒
唯
一
︑
ML
派
が
バ
グ
ダ
ー
ド
で
ワ
ア
ズ
行
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
例
で
あ
る
︒

（
四
）
そ
の
他
の
マ
ド
ラ
サ

　

大
規
模
な
マ
ド
ラ
サ
の
ほ
か
に
も
︑
個
人
の
名
を
冠
し
た
マ
ド
ラ
サ
が
あ
っ
た
︒
こ
れ
ら
は
ウ
ラ
マ
ー
が
個
人
で
創
設
し
た
も
の
と
︑
宮
廷
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に
仕
え
る
有
力
者
や
︑
カ
リ
フ
の
近
親
者
︵
主
に
女
性
︶
な
ど
が
支
援
す
る
人
物
の
た
め
に
建
設
し
た
も
の
が
あ
る
︒
前
者
の
例
と
し
て
︑
Sh

派
で
は
ア
ブ
ー
・
ア
ン
ナ
ジ
ー
ブ
・
ア
ッ
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
が
自
身
で
建
設
し
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
後
者
の
例
と
し
て
は
カ
リ
フ
＝
ム

ク
タ
デ
ィ
ー
の
妃
バ
ナ
フ
シ
ャ
ーB

anafshā

︵
五
九
八
／
一
二
〇
二
没
︶
が
HB
派
の
た
め
に
創
設
し
た
も
の
な
ど
が
あ
る
︒
こ
の
マ
ド
ラ
サ
で

は
︑
の
ち
に
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
も
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た︶

82
︵

︒

（
五
）
リ
バ
ー
ト

　

ス
ー
フ
ィ
ー
の
修
行
や
宿
泊
の
た
め
の
施
設
で
︑
そ
の
数
は
マ
ス
ジ
ド
︑
マ
ド
ラ
サ
よ
り
多
か
っ
た
の
で
は
と
推
測
さ
れ
る
︒
レ
ン
タ
ー
ガ

ム
は
六
〇
〇
年
以
前
に
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て
三
八
か
所
を
上
げ
て
い
る︶

83
︵

︒
バ
グ
ダ
ー
ド
の
ス
ー
フ
ィ
ー
の
大
シ
ャ
イ
フshaykh al-

shuyūkh

の
リ
バ
ー
ト
で
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
者
が
二
名
︑
個
人
の
リ
バ
ー
ト
で
四
名
︑
そ
の
他
の
リ
バ
ー
ト
で
は
六
名
を
数
え
る
︒

　

大
シ
ャ
イ
フ
の
リ
バ
ー
ト
は
バ
グ
ダ
ー
ド
で
最
初
の
リ
バ
ー
ト
で
あ
る
︒
西
岸
マ
ン
ス
ー
ル
・
モ
ス
ク
の
向
か
い
に
︑
建
設
当
時
の
大
シ
ャ

イ
フ
で
あ
っ
た
ザ
ウ
ザ
ニ
ーA

bū al-Ḥ
asan al-Zaw

zanī

︵
四
五
一
／
一
〇
五
九
没
︶
の
た
め
に
創
設
さ
れ
た
︒
彼
の
没
後
ア
ブ
ー
・
サ
ア
ド
・

ア
ッ
ス
ー
フ
ィ
ーA

bū Saʻd al-Ṣūfī

︵
四
七
七
／
一
〇
八
四
没
︶
が
大
シ
ャ
イ
フ
と
な
り
︑
こ
の
間
ア
ブ
ー
・
サ
ア
ド
の
リ
バ
ー
ト
と
も
呼

ば
れ
た
︒
こ
の
リ
バ
ー
ト
は
ニ
ー
シ
ャ
ー
プ
ー
ル
を
始
め
イ
ラ
ン
以
東
を
中
心
に
諸
地
域
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
訪
れ
た
︒

　

大
シ
ャ
イ
フ
の
リ
バ
ー
ト
に
は
︑
ニ
ザ
ー
ミ
ー
ヤ
学
院
で
の
発
言
が
き
っ
か
け
で
バ
グ
ダ
ー
ド
か
ら
の
退
去
を
命
ぜ
ら
れ
た
ア
ス
フ
ァ
ラ
ー

イ
ー
ニ
ー
な
ど
︑
騒
動
に
か
か
わ
っ
た
人
物
も
滞
在
し
た
が
︑
同
リ
バ
ー
ト
で
暴
力
沙
汰
に
な
っ
た
と
の
記
述
は
な
い︶

84
︵

︒
ア
ス
フ
ァ
ラ
ー
イ
ー

ニ
ー
に
反
感
を
覚
え
た
人
々
も
大
シ
ャ
イ
フ
へ
の
敬
意
ゆ
え
に
非
難
の
矛
先
を
収
め
た
の
か
︑
当
人
が
反
感
を
買
う
よ
う
な
活
動
を
自
粛
し
た

の
か
︑
判
断
す
る
に
は
材
料
が
乏
し
い
︒

　

ハ
ー
ッ
サK

hāṣṣa bt. A
bī al-M

uḥam
m

ar al-A
nṣārī

︵
五
八
五
／
一
一
八
九
没
︶
は
唯
一
女
性
で
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
場
所
が
明
ら
か
な
人

物
で
あ
る
︒
彼
女
の
父
親
は
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
が
ハ
デ
ィ
ー
ス
を
学
ん
だ
一
人
で
あ
り
︑
彼
女
自
身
は
ア
ブ
ー
・
ア
ン
ナ
ジ
ー

ブ
・
ア
ッ
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
の
弟
子
で
あ
っ
た
と
い
う
︒
東
岸
ア
ブ
ラ
ズ
門
地
区
に
あ
っ
た
自
分
の
リ
バ
ー
ト
で
﹁
女
性
た
ち
に
ワ
ア
ズ
を
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行
っ
た
﹂
と
い
う︶

85
︵

︒

　

リ
バ
ー
ト
は
ス
ー
フ
ィ
ー
の
シ
ャ
イ
フ
個
人
の
た
め
に
︑
創
設
者
本
人
あ
る
い
は
支
援
す
る
有
力
者
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
︒
小
規
模
な
マ

ス
ジ
ド
や
マ
ド
ラ
サ
と
同
様
に
私
的
領
域
に
近
く
︑
公
共
性
は
低
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

第
三
節　

カ
リ
フ
と
親
族
の
関
係
地

　

こ
こ
で
は
︑
バ
ド
ル
門
と
︑
カ
リ
フ
＝
ナ
ー
ス
ィ
ル
の
母
后
の
墓
廟
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
︒
い
ず
れ
も
対
象
年
代
後
半
︑
カ
リ
フ
が
権
力

を
回
復
し
て
以
降
︑
カ
リ
フ
と
︑
母
后
の
指
示
に
よ
っ
て
ワ
ア
ズ
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
︒

（
一
）
バ
ド
ル
門 Bāb al-Badr

　

バ
ド
ル
門
は
︑
テ
ィ
グ
リ
ス
川
東
岸
に
あ
る
カ
リ
フ
の
宮
殿
と
市
街
地
を
分
け
る
周
壁
に
設
け
ら
れ
た
門
の
ひ
と
つ
で
あ
る︶

86
︵

︒
五
六
八
年
ラ

ジ
ャ
ブ
月
七
日
／
一
一
七
三
年
二
月
二
二
日
に
こ
こ
で
初
め
て
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
の
は
︑
第
二
節
︵
一
︶
ニ
ザ
ー
ミ
ー
ヤ
学
院
で
も
取
り
上
げ

た
カ
ズ
ウ
ィ
ー
ニ
ー
で
あ
っ
た
︒
何
人
か
の
ア
ミ
ー
ル
が
︑
カ
リ
フ
＝
ム
ス
タ
デ
ィ
ー
が
カ
ズ
ウ
ィ
ー
ニ
ー
の
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
と
︑
バ
ド
ル
門
で
集
会
を
開
く
よ
う
に
カ
リ
フ
に
求
め
︑
カ
リ
フ
が
聞
き
入
れ
た
結
果
で
あ
る
︒
以
後
︑
カ
リ
フ
の
指
名
に
よ
り
︑
門
前
の

広
場
に
特
別
に
設
け
ら
れ
た
演
壇
で
ワ
ア
ズ
が
行
わ
れ
た
︒
カ
リ
フ
と
そ
の
親
族
は
宮
殿
の
見
晴
台
か
ら
︑
門
前
に
集
ま
っ
た
聴
衆
と
共
に
ワ

ア
ズ
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
︒
当
初
︑
ア
ミ
ー
ル
た
ち
は
他
の
者
に
許
可
し
な
い
よ
う
に
望
ん
だ
が
︑
同
月
二
六
日
に
は
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ

ウ
ズ
ィ
ー
も
こ
こ
で
話
を
し
て
い
る︶

87
︵

︒
イ
ブ
ン･

ジ
ュ
バ
イ
ル
が
訪
れ
た
五
八
〇
／
一
一
八
四
年
︑
カ
リ
フ
＝
ナ
ー
ス
ィ
ル
の
治
世
に
入
っ
て

も
こ
の
両
名
の
集
会
は
続
い
て
い
た
︒

　

カ
リ
フ
自
身
の
指
名
に
よ
っ
て
こ
の
場
所
で
ワ
ア
ズ
を
行
う
こ
と
は
非
常
な
名
誉
で
あ
り
︑
そ
の
上
報
奨
も
与
え
ら
れ
た
︒
イ
ブ
ン
・
ア
ル

ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
は
﹁
信
徒
の
長
︵
カ
リ
フ
︶
が
私
の
集
会
以
外
に
は
御
臨
席
な
さ
ら
な
い
と
い
う
話
が
広
ま
っ
た
﹂
と
書
い
て
お
り
︑
カ
ズ

ウ
ィ
ー
ニ
ー
へ
の
対
抗
意
識
と
と
も
に
︑
カ
リ
フ
の
臨
席
を
賜
る
こ
と
を
い
か
に
名
誉
と
感
じ
て
い
た
か
が
窺
え
る︶

88
︵

︒
カ
リ
フ
と
し
て
も
ワ
ー
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イ
ズ
に
自
ら
お
墨
付
き
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
ウ
ラ
マ
ー
と
そ
れ
以
外
の
バ
グ
ダ
ー
ド
の
住
民
の
双
方
に
存
在
感
を
示
し
た
の
で
あ
ろ

う
︒

　

聴
衆
に
と
っ
て
は
雄
弁
か
つ
学
識
豊
か
な
ウ
ラ
マ
ー
の
話
を
︑
カ
リ
フ
や
貴
顕
の
人
々
と
と
も
に
聴
く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
あ

り
︑
開
門
と
同
時
に
広
場
に
駆
け
込
む
ほ
ど
心
待
ち
に
し
て
い
た︶

89
︵

︒
カ
リ
フ
に
と
っ
て
も
自
ら
の
権
威
や
寛
容
さ
を
集
ま
っ
た
聴
衆
に
直
接
に

示
す
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
機
会
で
あ
っ
た
︒
例
え
ば
五
七
四
年
の
ア
ー
シ
ュ
ー
ラ
ー
の
日
／
一
一
七
八
年
六
月
二
九
日
に
︑
イ
ブ
ン
・
ア
ル

ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
は
カ
リ
フ
＝
ム
ス
タ
デ
ィ
ー
に
対
し
︑
よ
り
一
層
︑
神
を
讃
え
︑
敬
虔
で
あ
る
よ
う
に
と
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
︒
こ
れ
を
聴
い
た

カ
リ
フ
は
集
会
の
中
で
喜
捨
を
行
い
︑
獄
中
に
あ
っ
た
者
に
恩
赦
を
与
え
て
い
る︶

90
︵

︒

　

ま
た
︑
話
者
の
言
動
に
よ
っ
て
カ
リ
フ
の
権
威
を
高
め
る
効
果
を
も
た
ら
し
た
︒
六
〇
〇
／
一
二
〇
四
年
に
ア
ブ
ー
・
ア
ル
フ
ト
ゥ
ー
フ
・

ア
ル
カ
ズ
ウ
ィ
ー
ニ
ーA

bū al-Futūḥ al-Q
aznaw

ī

︵
六
〇
一
／
一
二
〇
三
没
︶
は
イ
ン
ド
の
ゴ
ー
ル
朝
か
ら
の
使
者
と
し
て
バ
グ
ダ
ー
ド
を

訪
れ
た
︒
彼
は
カ
リ
フ
＝
ナ
ー
ス
ィ
ル
臨
席
の
も
と
︑
法
学
者
や
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
の
前
で
ワ
ア
ズ
を
行
い
︑
彼
を
遣
わ
し
た
君
主
シ
ハ
ー
ブ

･

ア
ッ
デ
ィ
ー
ン･

ム
ハ
ン
マ
ド
は
﹁
比
類
な
き
宮
廷
︵
＝
カ
リ
フ
宮
廷
︶
の
下
僕
で
あ
る
﹂
と
述
べ
︑
人
々
の
前
に
ゴ
ー
ル
朝
の
恭
順
を
示

し
た︶

91
︵

︒
六
〇
二
／
一
二
〇
六
年
に
は
︑
ニ
ザ
ー
ム
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ンN

iẓām
 al-D

īn al-Sam
ʻānī

︵
没
年
不
明
︶
が
ホ
ラ
ズ
ム
・
シ
ャ
ー
朝
ア

ラ
ー
ウ
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
か
ら
の
使
者
と
し
て
到
着
し
た
︒
彼
は
バ
ド
ル
門
で
ワ
ア
ズ
を
行
う
こ
と
を
望
み
︑
そ
れ
を
許
さ
れ
た
︒
彼
は
大
勢

の
聴
衆
を
前
に
ア
ッ
バ
ー
ス
家
を
賞
揚
し
︑
カ
リ
フ
＝
ナ
ー
ス
ィ
ル
の
治
世
に
神
の
加
護
あ
ら
ん
こ
と
を
祈
願
し
て
い
る︶

92
︵

︒

　

カ
リ
フ
＝
ム
ス
タ
ン
ス
ィ
ル
の
治
世
の
六
二
九
／
一
二
三
一
年
︑
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ワ
ー
イ
ズM

uḥam
m

ad al-W
āʻiẓ

︵
六
五
一
／
一
二
五
三

没
︶
と
イ
ブ
ン
・
ア
ン
ナ
ア
ー
ルIbn al-N

aʻāl

︵
没
年
︑
学
派
不
明
︶
は
そ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
ワ
ア
ズ
を
禁
じ
ら
れ
た
︒
直
接
の
原
因
の

記
述
は
な
い︶

93
︵

︒

　

バ
ド
ル
門
で
ワ
ア
ズ
を
行
う
た
め
に
︑
あ
る
種
の
審
査
が
行
わ
れ
た
︒
六
五
三
／
一
二
五
五
年
︑
カ
リ
フ
＝
ム
ス
タ
ア
ス
ィ
ム
は
バ
ド
ル
門

で
ワ
ア
ズ
を
行
う
者
を
選
考
す
る
こ
と
を
命
じ
た
︒
最
初
に
イ
ブ
ン
・
ア
ン
ナ
ア
ー
ル
が
金
曜
日
に
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
が
︑
彼
は
相
応
し
い
と
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は
見
做
さ
れ
な
か
っ
た
︒
金
曜
日
ご
と
に
別
の
人
物
が
ワ
ア
ズ
を
行
い
︑
ジ
ャ
ラ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ンJalāl al-D

īn b. ʻU
kbar

︵
六
八
一
／

一
二
八
二
没
︑
HB
派
︶
が
認
め
ら
れ
た
︒
以
後
︑
バ
グ
ダ
ー
ド
陥
落
ま
で
ジ
ャ
ラ
ー
ル･

ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
が
集
会
を
持
っ
た︶

94
︵

︒
彼
は
当
時
の

ワ
ー
イ
ズ
た
ち
の
シ
ャ
イ
フ
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
や
︑
著
作
名
も
伝
わ
っ
て
お
り
︑
優
れ
た
ウ
ラ
マ
ー
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺

え
る︶

95
︵

︒
一
方
イ
ブ
ン
・
ア
ン
ナ
ア
ー
ル
は
︑
知
的
背
景
も
社
会
的
背
景
も
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
︒

　

バ
ド
ル
門
で
の
ワ
ア
ズ
が
始
ま
っ
た
当
初
は
︑
カ
リ
フ
が
臨
席
し
︑
特
に
優
れ
た
人
物
だ
け
が
選
ば
れ
た
名
誉
あ
る
貴
重
な
機
会
で
っ
た
︒

し
か
し
︑
第
四
期
も
後
半
に
な
る
と
バ
ド
ル
門
に
限
ら
ず
︑
多
数
の
聴
衆
が
集
い
︑
熱
狂
す
る
よ
う
な
集
会
の
記
述
は
減
少
す
る
︒
原
因
は
い

く
つ
か
考
え
ら
れ
る
︒
ひ
と
つ
は
︑
第
一
章
第
二
節
で
概
観
し
た
よ
う
に
︑
優
秀
な
人
材
は
マ
ド
ラ
サ
の
教
授
の
職
や
宮
廷
の
要
職
な
ど
に
登

用
さ
れ
︑
ワ
ア
ズ
以
外
の
領
域
で
活
躍
し
た
た
め
︒
二
つ
目
は
バ
ド
ル
門
に
お
け
る
ワ
ア
ズ
の
集
会
が
定
例
化
し
た
こ
と
で
開
催
さ
れ
る
回
数

が
増
え
︑
特
別
な
意
味
合
い
を
失
っ
て
い
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
︒

（
二
）
カ
リ
フ
の
母
の
墓
廟Turbat U

m
m

 al-Khalīfa

　

カ
リ
フ
＝
ナ
ー
ス
ィ
ル
の
母
后
ズ
ム
ッ
ル
ド
・
ハ
ー
ト
ゥ
ー
ン
が
生
前
に
︑
西
岸
に
あ
る
マ
ア
ル
ー
フ
・
カ
ル
ヒ
ー
の
墓
︵
後
述
︶
の
向
か

い
に
建
設
し
た
墓
廟
で
あ
る
︒
彼
女
は
敬
虔
な
人
柄
で
知
ら
れ
︑
多
く
の
寄
進
行
為
を
行
っ
た
︒
こ
の
墓
廟
に
は
マ
ド
ラ
サ
や
リ
バ
ー
ト
が
隣

接
し
て
お
り
︑
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
以
降
に
多
く
見
ら
れ
る
︑
墓
廟
付
き
の
複
合
型
宗
教
施
設
の
先
駆
け
と
い
え
よ
う︶

96
︵

︒

　

こ
こ
で
初
め
て
ワ
ア
ズ
が
行
わ
れ
た
の
は
︑
お
そ
ら
く
五
八
八
／
一
一
九
二
年
の
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
に
よ
る
も
の
で
あ
る
︒
ズ

ム
ッ
ル
ド
・
ハ
ー
ト
ゥ
ー
ン
は
存
命
で
あ
っ
た
か
ら
︑
母
后
本
人
か
︑
カ
リ
フ
に
よ
る
人
選
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
︒
こ
の
と
き
一
三
〇
人

が
悔
悛
し
︑
三
人
が
熱
情
ゆ
え
に
そ
の
集
会
の
中
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う︶

97
︵

︒
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
が
ワ
ー
ス
ィ
ト
に
追
放
さ
れ
て
五

年
後
に
帰
還
し
た
後
︑
生
前
最
後
に
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
の
も
こ
の
場
所
で
あ
っ
た︶

98
︵

︒

　

五
八
九
／
一
一
九
三
年
︑
ド
ゥ
ー
リ
ーIbn al-B

all al-D
ūrī

︵
六
一
一
／
一
二
一
五
没
・
HB
派
︶
は
木
曜
日
に
︑
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ

ズ
ィ
ー
は
土
曜
日
に
同
じ
く
母
后
の
墓
廟
で
ワ
ア
ズ
を
行
っ
て
い
た
︒
の
ち
に
ド
ゥ
ー
リ
ー
に
も
土
曜
日
の
集
会
が
許
可
さ
れ
た
際
︑
イ
ブ
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ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
が
来
る
も
の
と
期
待
し
て
集
ま
っ
た
聴
衆
は
違
う
人
物
が
現
れ
た
め
一
時
騒
然
と
な
っ
た
︒
こ
の
時
は
執
事
長
イ
ブ

ン
・
ユ
ー
ヌ
スIbn Y

ūnus

︵
五
九
三
／
一
一
九
七
没
︶
が
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
を
連
れ
て
来
て
事
態
を
収
拾
し
て
い
る︶

99
︵

︒

　

カ
リ
フ
と
カ
リ
フ
の
母
后
か
ら
重
用
さ
れ
た
イ
ブ
ン
・
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
で
あ
っ
た
が
︑
五
九
〇
／
一
一
九
四
年
︑
ワ
ー
ス
ィ
ト
に
追
放
さ
れ

た
︒
バ
グ
ダ
ー
ド
と
そ
の
周
辺
で
権
力
を
回
復
し
て
い
た
カ
リ
フ
＝
ナ
ー
ス
ィ
ル
は
︑
そ
の
治
世
の
半
ば
で
シ
ー
ア
派
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
を
登
用

す
る
な
ど
政
策
方
針
を
転
換
し
た︶

100
︵

︒
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
は
カ
リ
フ
の
政
策
を
批
判
し
た
た
め
に
追
放
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る︶

101
︵

︒
彼
が

追
放
さ
れ
て
い
た
間
︑
ド
ゥ
ー
リ
ー
が
土
曜
日
に
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
︒

　

イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
の
帰
還
は
︑
母
后
に
目
を
掛
け
ら
れ
て
い
た
︑
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
の
息
子
ム
フ
イ
ー
・
ア
ッ

デ
ィ
ー
ン
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
実
現
し
た
︒
ム
フ
イ
ー
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
は
母
后
の
執
り
成
し
で
カ
リ
フ
＝
ナ
ー
ス
ィ
ル
に
父
の
窮
状
を
訴

え
︑
恩
赦
を
得
た
の
で
あ
る︶

102
︵

︒
父
亡
き
後
︑
ム
フ
イ
ー
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
が
後
継
者
と
し
て
カ
リ
フ
の
母
の
墓
廟
な
ど
︑
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
︒
ま
た
︑
ナ
ー
ス
ィ
ル
以
降
の
歴
代
カ
リ
フ
に
も
重
用
さ
れ
︑
バ
グ
ダ
ー
ド
陥
落
ま
で
ヒ
ス
バ
職
︑
執
事
長
︑
各
王
朝
へ
の

使
者
な
ど
要
職
を
務
め
た
︒

　

セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
が
支
配
地
域
を
分
割
︑
弱
体
化
が
進
ん
だ
五
五
〇
／
一
一
五
五
年
頃
か
ら
︑
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
カ
リ
フ
は
限
ら
れ
た
範
囲
な

が
ら
権
力
を
取
り
戻
し
て
い
た
︒
バ
ド
ル
門
と
母
后
の
墓
廟
で
多
数
の
聴
衆
を
集
め
た
ワ
ア
ズ
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
︑
カ
リ
フ

＝
ム
ス
タ
デ
ィ
ー
と
ナ
ー
ス
ィ
ル
の
治
世
と
重
な
る
︒
こ
の
場
所
で
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
人
物
に
HB
派
が
多
い
の
は
︑
カ
リ
フ
と
カ
リ
フ
親
政
を

主
唱
し
て
き
た
同
派
と
の
良
好
な
関
係
を
反
映
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う︶

103
︵

︒

第
四
節　

邸
宅

　

こ
れ
ま
で
の
大
勢
の
聴
衆
に
開
放
さ
れ
た
場
所
と
は
異
な
り
︑
カ
リ
フ
の
近
臣
の
邸
宅
︑
ス
ル
タ
ー
ン
の
館
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
︒

（
一
）
カ
リ
フ
の
近
臣
の
邸
宅
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カ
リ
フ
＝
ム
ク
タ
フ
ィ
ー
と
ム
ス
タ
ン
ジ
ド
に
ワ
ズ
ィ
ー
ル
と
し
て
仕
え
た
HB
派
の
イ
ブ
ン
・
フ
バ
イ
ラIbn H

ubayra

︵
五
六
〇
／
一
一

六
五
没
︶
は
︑
五
四
〇
年
代
半
ば
か
ら
自
分
の
邸
宅
で
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
の
た
め
に
ワ
ア
ズ
の
集
会
を
開
く
よ
う
に
な
っ
た
︒
民

衆
も
こ
れ
を
自
由
に
聴
け
る
よ
う
に
取
り
計
ら
っ
た
と
い
う︶

104
︵

︒
こ
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
支
援
に
よ
っ
て
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
は
カ
リ
フ

か
ら
の
指
名
も
受
け
る
︑
名
実
と
も
に
HB
派
の
有
力
ウ
ラ
マ
ー
と
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

　

財
庫
長Ṣāhib al-M

akhzan

は
カ
リ
フ
の
私
的
な
財
務
を
管
理
す
る
︑
カ
リ
フ
の
近
臣
で
あ
る
︒
カ
リ
フ
宮
殿
に
程
近
い
場
所
に
代
々
の
財

庫
長
が
住
ん
だ
邸
宅
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
︒
五
五
二
／
一
一
五
七
年
に
財
庫
長
カ
マ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ンK

am
āl a-D

īn A
bū al-Futūḥ 

al-R
āzī

︵
五
五
六
／
一
一
六
一
没
︶
は
自
身
の
邸
宅
で
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
に
ワ
ア
ズ
を
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
カ
リ
フ
に
許
可
を

求
め
て
︑
認
め
ら
れ
て
い
る︶

105
︵

︒

　

五
七
二
年
の
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
／
一
一
七
七
年
三
月
中
に
二
回
︑
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
は
財
庫
長
ザ
ヒ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン

Ẓahīr al-D
īn M

anṣūr b. ʻA
ṭṭār

︵
五
七
五
／
一
一
七
九
没
︶
の
邸
宅
で
話
を
し
て
い
る
︒
二
回
と
も
カ
リ
フ
が
臨
席
し
︑
し
か
も
門
を
開
放
し

民
衆
が
中
に
入
る
こ
と
を
許
し
て
い
る︶

106
︵

︒
五
七
三
年
の
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
／
一
一
七
八
年
二
～
三
月
も
︑
同
じ
よ
う
に
財
庫
長
の
館
で
ワ
ア
ズ
の

集
会
が
開
か
れ
て
い
る︶

107
︵

︒

（
二
）
ス
ル
タ
ー
ン
の
館 D

ār al-Sultān

　

バ
グ
ダ
ー
ド
を
訪
れ
た
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
の
ス
ル
タ
ー
ン
ら
が
逗
留
し
た
館
で
︑
ス
ル
タ
ー
ン･

モ
ス
ク
が
隣
接
す
る
︒
こ
こ
で
ワ
ア
ズ
を

行
っ
た
の
は
六
名
で
︑
Sh
派
三
名
︑
HF
派
二
名
︑
シ
ー
ア
派
一
名
で
あ
っ
た
︒
ス
ル
タ
ー
ン
の
館
で
ワ
ア
ズ
が
行
わ
れ
た
と
い
う
記
述
は
︑
第

二
期
に
集
中
し
て
い
る
︒

　

五
一
五
／
一
一
二
二
年
ス
ル
タ
ー
ン
＝
マ
フ
ム
ー
ド
二
世
の
祖
母
の
た
め
の
葬
儀
が
ス
ル
タ
ー
ン
の
館
で
執
り
行
わ
れ
た
際
︑
ア
ブ
ー
・
ア

ル
フ
ト
ゥ
ー
フ
・
ア
ル
ガ
ザ
ー
リ
ー
と
︑
イ
ブ
ン
・
ア
フ
マ
ドA

bū Saʻd Ism
āʻīl b. A

ḥm
ad

︵
五
三
二
／
一
一
三
九
没
︑
Sh
派
︶
の
た
め
に

椅
子
が
用
意
さ
れ
︑
二
人
が
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た︶

108
︵

︒
ア
ブ
ー
・
ア
ル
フ
ト
ゥ
ー
フ
は
こ
の
葬
儀
以
外
に
も
何
度
も
ス
ル
タ
ー
ン
の
御
前
で
ワ
ア
ズ
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を
行
い
︑
そ
の
能
弁
︑
博
識
と
も
に
一
目
置
か
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
︒

　

同
年
に
︑
HF
派
の
カ
ー
デ
ィ
ー
で
あ
る
ブ
ハ
ー
リ
ーA

bū al-Q
āsim

 al-B
ukhārī

︵
没
年
不
明
︑
HF
派
︶
が
ス
ル
タ
ー
ン
と
そ
の
近
臣
た
ち

の
前
で
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
︒
こ
の
後
Sh
派
の
面
々
が
ブ
ハ
ー
リ
ー
は
Sh
派
を
軽
ん
じ
た
と
カ
リ
フ
宮
殿
に
苦
情
を
訴
え
て
い
る︶

109
︵

︒
学
派
間
の
対

立
と
い
え
ば
バ
グ
ダ
ー
ド
で
は
HB
派
対
A
派
・
Sh
派
が
目
を
引
く
が
︑
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
下
の
イ
ラ
ン
の
諸
都
市
で
は
︑
HF
派
と
Sh
派
が
激
し

く
対
立
し
て
い
た︶

110
︵

︒
ブ
ハ
ー
リ
ー
の
一
件
は
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
内
の
対
立
関
係
を
反
映
し
て
い
た
︒

第
五
節　

墓
と
葬
儀

　

説
教
の
中
で
も
︑
ワ
ア
ズ
は
﹁
人
々
に
日
々
の
中
で
神
へ
の
務
め
を
思
い
起
こ
さ
せ
︑
神
の
御
前
に
立
つ
日
︵
＝
審
判
の
日
︶
を
恐
れ
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
﹂
と
さ
れ
る︶

111
︵

︒
墓
と
墓
地
と
い
う
場
所
︑
葬
儀
と
い
う
状
況
は
︑
人
の
死
か
ら
審
判
の
日
を
連
想
さ
せ
や
す
く
ワ
ア
ズ

に
適
し
て
い
た
︒
こ
こ
で
は
墓
と
墓
地
︑
葬
儀
に
加
え
︑
埋
葬
地
の
移
動
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
︒

（
一
）
イ
ブ
ン
・
ハ
ン
バ
ル
墓
地　

M
aqburat al-Im

ām
 Ah

4m
ad

　

HB
派
の
祖
イ
ブ
ン･

ハ
ン
バ
ル
の
墓
は
︑
西
岸
の
ハ
ル
ブ
門
墓
地
に
あ
る
︒
HB
派
に
属
す
る
ウ
ラ
マ
ー
の
多
く
は
こ
こ
に
埋
葬
さ
れ
た
︒
埋

葬
時
に
限
ら
ず
︑
参
詣
す
る
人
は
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒

　

タ
ミ
ー
ミ
ーA

bū M
uḥam

m
ad al-Tam

īm
ī

︵
四
八
八
／
一
〇
九
五
没
︑
HB
派
︶
は
年
四
回
ラ
ジ
ャ
ブ
月
︑
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
月
︑
ア
ラ
フ
ァ

の
日
︵
巡
礼
月
九
日
︶︑
ア
ー
シ
ュ
ー
ラ
ー
に
ワ
ア
ズ
を
行
な
っ
た︶

112
︵

︒

　

五
四
二
年
サ
フ
ァ
ル
月
／
一
一
四
七
年
七
月
に
﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ン
バ
ル
の
墓
に
参
詣
し
た
者
は
過
ち
を
赦
さ
れ
る
﹂
と
い
う
夢
を
見
た
者
が

い
る
と
い
う
噂
が
広
ま
り
︑
貴
人khāṣṣ

か
ら
民
衆ʻām

m

ま
で
こ
ぞ
っ
て
参
詣
に
出
か
け
た
︒
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
が
墓
前
で
集

会
を
開
く
と
︑
数
千
と
思
わ
れ
る
人
々
が
参
加
し
た
と
い
う︶

113
︵

︒

　

イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
の
孫
︑
ス
ィ
ブ
ト
・
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ーSibṭ Ibn al-Jaw

zī

︵
六
五
四
／
一
二
五
六
没
︶
は
︑



　　お茶の水史学　62号　　48

ダ
マ
ス
ク
ス
に
居
を
移
し
て
の
ち
HF
派
法
学
者
︑
歴
史
家
と
し
て
大
成
す
る
︒
彼
が
バ
グ
ダ
ー
ド
に
い
る
間
︑
最
初
に
集
会
を
持
っ
た
が
︑
五

九
六
／
一
二
〇
〇
年
の
イ
ブ
ン･

ハ
ン
バ
ル
の
墓
前
で
あ
っ
た
︒
以
後
︑
水
曜
日
に
こ
こ
で
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た︶

114
︵

︒

（
二
）
そ
の
他
の
墓
・
墓
地

　

バ
グ
ダ
ー
ド
に
は
著
名
な
イ
マ
ー
ム
︑
ウ
ラ
マ
ー
︑
ス
ー
フ
ィ
ー
な
ど
の
墓
が
多
数
あ
り
︑
参
詣
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
︒

　

マ
ア
ル
ー
フ
・
ア
ル
カ
ル
ヒ
ー
︵
二
〇
〇
／
八
一
五
～
六
没
︶
は
有
名
な
禁
欲
主
義
者
で
あ
る
︒
彼
の
墓
は
西
岸
に
あ
り
︑
既
述
の
カ
リ
フ

＝
ナ
ー
ス
ィ
ル
の
母
后
の
墓
廟
は
こ
の
近
く
に
建
て
ら
れ
た
︒
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
の
師
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ザ
ー
グ
ー
ニ
ー
︵
既
出
︶

は
こ
の
墓
前
で
ワ
ア
ズ
を
行
っ
て
い
た
︒
師
の
没
後
は
一
時
︑
弟
子
の
ひ
と
り
ラ
ー
ザ
ー
ニ
ーA

bū ʻA
lī al-R

ādhānī

︵
五
四
六
／
一
一
五
一

没
︑
HB
派
︶
が
引
き
継
い
だ
が
︑
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
は
ワ
ズ
ィ
ー
ル
に
直
訴
し
︑
兄
弟
子
ラ
ー
ザ
ー
ニ
ー
に
替
わ
っ
て
こ
こ
で
ワ

ア
ズ
を
す
る
権
利
を
獲
得
し
た︶

115
︵

︒

　

イ
ブ
ン
・
シ
ャ
ー
シ
ー
ルM

uẓaffar b. Shāshīr

︵
六
〇
七
／
一
二
一
〇
没
︶
は
﹁
葬
儀
と
ル
サ
ー
フ
ァ
地
区
の
諸
墓
廟
と
諸
マ
ス
ジ
ド
と

村
々
で
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
﹂
と
い
う︶

116
︵

︒
ワ
ア
ズ
は
都
市
ば
か
り
で
は
な
く
村
々
で
も
行
わ
れ
て
た
こ
と
が
窺
え
る
︒

（
三
）
葬
儀
と
弔
事

　

カ
リ
フ
や
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
葬
儀
の
際
︑
通
例
三
日
の
間
に
一
人
な
い
し
二
人
が
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
︒
葬
儀
を
取
り
計
ら
う
側
が
ワ
ー
イ
ズ
を

指
名
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
︒

　

イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
は
五
五
五
／
一
一
六
〇
年
に
ム
ク
タ
フ
ィ
ー
の
︑
五
六
六
／
一
一
七
〇
年
に
ム
ス
タ
ン
ジ
ド
の
︑
二
人
の
カ

リ
フ
の
葬
儀
の
際
に
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
︒
五
七
三
／
一
一
七
三
年
に
は
ワ
ズ
ィ
ー
ル
＝
ア
ド
ゥ
ド
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
葬
儀
で
も
︑
用
意
さ
れ

た
椅
子
に
座
っ
て
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た︶

117
︵

︒
ま
た
︑
ム
フ
イ
ー
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
も
六
二
二
／
一
二
二
五
年
に
カ
リ
フ
＝
ナ
ー
ス
ィ
ル
の
葬
儀
で
ワ

ア
ズ
を
行
っ
て
い
る︶

118
︵

︒
六
四
〇
／
一
二
四
二
年
︑
カ
リ
フ
＝
ム
ス
タ
ン
ス
ィ
ル
が
逝
去
し
た
際
に
は
︑
ム
フ
イ
ー･

ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
息
子
の

ジ
ャ
マ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ンJam

āl-al-D
īn b. M

uḥyī al-D
īn

︵
六
五
六
／
一
二
五
八
没
︶
が
ワ
ア
ズ
を
行
っ
て
い
る︶

119
︵

︒
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そ
の
他
︑
タ
ヌ
ー
ヒ
ーA

bū M
uḥam

m
ad al-Tanūkhī

︵
五
五
七
／
一
一
六
二
没
︶
は
大
シ
ャ
イ
フ
の︶

120
︵

︑
イ
ブ
ン
・
ヒ
ラ
ー
ルN

āshib b. 

H
ilāl

︵
五
九
一
／
一
一
九
五
没
︶
は
財
庫
長
の
葬
儀
に
お
い
て
ワ
ア
ズ
を
行
い
︑
詩
を
詠
ん
だ︶

121
︵

︒

　

埋
葬
地
を
移
す
際
に
も
ワ
ア
ズ
は
行
わ
れ
た
︒
五
三
八
／
一
一
四
四
年
に
亡
く
な
っ
た
ワ
ズ
ィ
ー
ル
＝
シ
ャ
ラ
フ
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ンSharaf 

al-D
īn al-Zaynabī

は
死
後
︑
一
旦
彼
の
邸
宅
に
埋
葬
さ
れ
た
︒
五
五
一
／
一
一
五
六
年
に
埋
葬
地
を
移
動
す
る
際
に
複
数
の
ワ
ー
イ
ズ
が
ワ

ア
ズ
を
行
っ
た
と
い
う︶

122
︵

︒

　

こ
の
他
︑
ス
ー
リ
ーA

bū M
uḥam

m
ad al-Ṣūrī

︵
五
二
〇
／
一
一
二
六
没
︑
Sh
派
︶
や
カ
ル
ヒ
ーA

bū M
anṣūr al-K

arkhī

︵
五
九
八
／
一

二
〇
二
没
︑
学
派
不
明
︶
な
ど
の
よ
う
に
︑
葬
儀
で
ワ
ア
ズ
を
行
う
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
た
人
々
も
い
た︶

123
︵

︒

　

墓
︑
葬
儀
に
お
け
る
ワ
ア
ズ
は
対
象
時
期
を
通
し
て
散
見
さ
れ
︑
時
々
の
社
会
状
況
の
変
化
と
は
関
係
な
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
︒

第
六
節　

承
認
と
拒
否

　

ワ
ー
イ
ズ
に
対
し
聴
衆
が
表
し
た
反
応
に
つ
い
て
︑
承
認
と
拒
否
の
表
現
の
形
を
取
り
上
げ
る
︒

（
一
）
椅
子
と
壇

　

宮
殿
モ
ス
ク
で
の
ガ
ズ
ナ
ウ
ィ
ー
事
例
よ
う
に
﹁
彼
の
椅
子
﹂
あ
る
い
は
﹁
彼
の
壇
﹂
と
い
う
表
現
が
散
見
さ
れ
る
︒
葬
儀
の
際
に
も
ワ
ア

ズ
を
行
う
人
物
の
た
め
に
椅
子
が
用
意
さ
れ
た
と
い
う
︒
話
し
手
と
聴
衆
を
区
別
す
る
以
外
に
も
︑
そ
の
人
物
が
そ
の
場
所
で
ワ
ア
ズ
を
行
う

こ
と
を
承
認
・
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
︒
そ
れ
を
撤
去
あ
る
い
は
破
壊
す
る
こ
と
は
︑
保
証
し
た
人
物
が
行
っ
た
の
で
あ
れ
ば

保
証
の
取
り
消
し
を
︑
そ
の
権
限
を
持
た
な
い
聴
衆
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
ば
拒
否
や
不
承
認
表
明
で
あ
っ
た
と
が
窺
え
る
︒
四
六
一
／
一
〇
六

八
年
に
起
こ
っ
た
︑
マ
ン
ス
ー
ル
・
モ
ス
ク
に
あ
っ
た
ハ
ラ
ー
ス
ィ
ー
の
が
座
る
べ
き
椅
子
が
を
破
壊
さ
れ
た
事
例
︵
既
出
︶
が
象
徴
的
で
あ

る
︒
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（
二
）
合
意
、
受
容

　

出
身
地
以
外
で
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
者
の
中
に
は
︑
滞
在
先
で
﹁
受
け
入
れ
ら
れ
た
﹂︑﹁
彼
は
合
意
を
得
た
﹂
と
い
う
記
述
さ
れ
る
例
が
散
見

さ
れ
る
︒
例
え
ば
ア
ス
フ
ァ
ラ
ー
イ
ー
ニ
ー
︵
既
出
︶
は
︑
五
一
五
／
一
一
二
一
年
に
バ
グ
ダ
ー
ド
を
再
訪
し
た
時
﹁
彼
の
も
と
に
は
貴
顕
と

民
衆
か
ら
の
完
全
な
合
意
が
生
じ
た
﹂
と
い
わ
れ
る︶

124
︵

︒
こ
れ
と
対
照
的
な
表
現
が
拒
否
の
表
現
と
し
て
の
︑
椅
子
や
壇
の
破
壊
と
考
え
ら
れ

る
︒

　

受
け
入
れ
︑
合
意
に
関
す
る
表
現
は
︑
他
所
か
ら
バ
グ
ダ
ー
ド
を
訪
れ
た
ワ
ー
イ
ズ
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い︶

125
︵

︒
受
け
入
れ
︑
合
意
を
し
た

主
体
は
︑
椅
子
や
壇
を
破
壊
し
た
主
体
が
時
折
明
確
で
は
な
い
よ
う
に
︑
明
示
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
い
︒

　

ブ
ワ
イ
フ
朝
か
ら
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
に
か
け
て
外
来
勢
力
の
侵
入
に
遭
っ
た
こ
と
が
︑
バ
グ
ダ
ー
ド
の
住
民
が
外
来
者
︑
訪
問
者
へ
の
警
戒

心
︑
敵
愾
心
を
抱
き
や
す
い
下
地
を
作
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
イ
ブ
ン
・
ジ
ュ
バ
イ
ル
が
訪
問
し
た
時
︑
バ
グ
ダ
ー
ド
の
住
民
の
性
格
に
つ
い

て
﹁
異
国
の
人
た
ち
に
対
し
て
も
痛
烈
な
悪
口
を
浴
び
せ
︑
自
分
た
ち
以
外
の
者
に
対
し
て
傲
慢
で
横
柄
な
態
度
を
示
し
﹂
た
と
い
う︶

126
︵

︒
余
所

者
を
容
易
に
受
け
入
れ
な
い
こ
と
が
珍
し
く
な
か
っ
た
た
め
に
受
け
入
れ
た
際
に
は
︑
合
意
・
受
容
と
い
う
表
現
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
︒

お
わ
り
に

　

ワ
ー
イ
ズ
の
も
つ
知
的
背
景
︑
社
会
的
背
景
と
︑
ワ
ア
ズ
が
行
わ
れ
た
場
所
と
状
況
に
つ
い
て
︑
以
下
の
よ
う
な
結
論
を
得
る
こ
と
が
出
来

る
︒

　

ま
ず
︑
ワ
ー
イ
ズ
は
ウ
ラ
マ
ー
と
し
て
の
知
識
を
十
分
に
持
っ
て
い
た
︒
加
え
て
個
々
人
の
評
価
を
分
け
る
三
つ
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
︒

一
︑
諸
学
の
正
当
な
知
識
︑
二
︑
説
教
に
お
け
る
巧
み
な
表
現
や
弁
舌
の
能
力
︑
三
︑
聴
衆
の
側
の
属
す
る
集
団
と
︑
ワ
ー
イ
ズ
の
主
張
の
異
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同
で
あ
る
︒
特
に
三
番
目
の
点
は
同
じ
人
物
の
同
じ
主
張
で
あ
っ
て
も
︑
そ
の
時
々
の
社
会
状
況
に
よ
っ
て
変
化
し
た
た
め
︑
ワ
ー
イ
ズ
個
人

の
評
価
も
一
定
で
は
な
か
っ
た
︒
さ
ら
に
そ
の
時
々
の
聴
衆
の
心
性
も
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
︒

　

変
化
し
や
す
い
聴
衆
の
意
を
汲
む
こ
と
に
長
け
て
い
た
の
が
︑
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
で
あ
ろ
う
︒
あ
る
時
彼
は
︑
ス
ン
ナ
派
と

シ
ー
ア
派
の
双
方
か
ら
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
と
ア
リ
ー
の
優
劣
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
︒
答
え
如
何
に
よ
っ
て
は
騒
乱
の
発
端
と
な
る
こ
の
問
い
に

対
し
﹁
二
人
の
う
ち
よ
り
優
れ
て
い
る
者
は
︑
彼
の
も
と
に
彼
の
娘
が
い
た
者
で
あ
る
﹂
と
応
じ
て
い
る
︒
ス
ン
ナ
派
は
そ
れ
を
預
言
者
ム
ハ

ン
マ
ド
に
娘
を
嫁
が
せ
た
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
で
あ
る
と
解
釈
し
︑
シ
ー
ア
派
は
預
言
者
の
娘
ア
ー
イ
シ
ャ
を
妻
と
し
た
ア
リ
ー
で
あ
る
と
解
釈

し
︑
双
方
が
満
足
し
た
の
で
あ
る︶

127
︵

︒
シ
ー
ア
派
の
聴
衆
の
要
求
に
応
じ
ず
騒
乱
と
な
っ
た
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
の
対
処
と
は
異
な
る
︒
こ
の
よ
う
に

ワ
ー
イ
ズ
に
は
変
化
し
や
す
い
社
会
の
状
況
や
聴
衆
の
要
求
を
読
み
取
り
︑
当
意
即
妙
な
対
応
が
出
来
る
技
量
が
必
要
で
あ
っ
た
︒

　

こ
こ
で
イ
ブ
ン
・
ジ
ュ
バ
イ
ル
の
記
述
に
立
ち
戻
っ
て
み
る
︒
当
時
の
バ
グ
ダ
ー
ド
の
政
治
的
集
団
と
関
わ
り
を
持
た
な
か
っ
た
彼
は
︑
イ

ス
ラ
ー
ム
諸
学
を
学
び
︑
詩
文
︑
散
文
に
も
秀
で
た
一
ウ
ラ
マ
ー
と
し
て
﹁
客
観
的
﹂
に
説
教
師
た
ち
の
知
識
︑
技
量
を
高
く
評
価
し
た
と
考

え
ら
れ
る
︒
で
は
︑
何
故
バ
グ
ダ
ー
ド
の
ワ
ー
イ
ズ
た
ち
が
特
に
優
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒

　

本
論
で
扱
っ
た
時
期
︑
バ
グ
ダ
ー
ド
の
異
な
る
二
つ
の
権
力
者
が
存
在
し
た
︒
対
象
年
代
の
前
半
に
は
強
力
な
軍
事
力
を
持
た
な
か
っ
た
カ

リ
フ
は
︑
己
の
存
在
感
と
権
威
を
効
果
的
に
発
揮
す
る
手
段
と
し
て
︑
HB
派
を
︑
ま
た
弁
説
優
れ
た
ワ
ー
イ
ズ
を
取
り
立
て
た
と
考
え
ら
れ

る
︒
一
方
︑
軍
事
力
を
有
す
る
外
来
の
権
力
者
で
あ
る
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
は
︑
シ
ー
ア
派
ブ
ワ
イ
フ
朝
と
の
違
い
を
明
ら
か
に
し

つ
つ
住
民
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
︒
治
安
維
持
の
た
め
の
シ
フ
ナ
を
遣
わ
し
た
こ
と
に
加
え
︑
マ
ド
ラ
サ
を

建
設
し
て
ウ
ラ
マ
ー
を
支
援
す
る
な
ど
︑
善
き
君
主
と
し
て
の
姿
勢
を
示
し
た
︒
そ
の
延
長
上
で
ワ
ー
イ
ズ
に
様
々
な
機
会
を
与
え
︑
バ
グ

ダ
ー
ド
に
お
い
て
存
在
感
を
示
す
一
助
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

　

カ
リ
フ
も
支
援
し
た
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
や
カ
ズ
ウ
ィ
ー
ニ
ー
の
ほ
か
︑
ス
ー
フ
ィ
ー
と
し
て
も
名
高
い
ア
ブ
ド
・
ア
ル
カ
ー
ヒ

ル
と
シ
ハ
ー
ブ
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
二
人
の
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
や
ジ
ー
ラ
ー
ニ
ー
な
ど
︑
ま
ず
イ
ス
ラ
ー
ム
の
知
識
人
と
し
て
諸
学
に
通
じ
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た
︑
ウ
ラ
マ
ー
も
認
め
る
逸
材
が
ワ
ア
ズ
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
︒
権
力
者
た
る
カ
リ
フ
と
ス
ル
タ
ー
ン
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
思

惑
か
ら
の
ワ
ー
イ
ズ
の
活
動
を
支
援
し
︑
民
衆
も
ま
た
彼
ら
な
り
の
期
待
か
ら
熱
心
に
集
会
に
足
を
運
ん
だ
︒
こ
の
こ
と
が
彼
ら
の
評
価
を
引

き
上
げ
︑
ワ
ア
ズ
と
い
う
行
為
の
評
価
を
引
き
上
げ
た
︒
ま
た
︑
卓
越
し
た
人
物
が
模
範
︑
好
例
を
示
す
こ
と
で
︑
そ
の
他
の
ウ
ラ
マ
ー
や
後

進
た
ち
を
刺
激
し
︑
バ
グ
ダ
ー
ド
の
ワ
ー
イ
ズ
た
ち
全
体
の
技
術
向
上
を
促
す
誘
因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

註︵
1
︶　Ibn Jubayr, p. 185

︵
イ
ブ
ン
・
ジ
ュ
バ
イ
ル
﹃
メ
ッ
カ
巡
礼

記
２
：
旅
の
出
会
い
に
関
す
る
情
報
の
備
忘
﹄︑
家
島
彦
一
訳
註
︑

平
凡
社
︵2016

︶, p. 322

︶
以
下
︑︵　

︶
内
に
家
島
訳
の
該
当
箇

所
を
表
記
す
る
︒

︵
2
︶　

計
五
回
の
ワ
ア
ズ
の
集
会
に
つ
い
て
︑
バ
グ
ダ
ー
ド
に
関
す
る

全
記
述
の
う
ち
約
半
分
を
当
て
て
い
る
︒Ibid.,pp. 181-5 ︵pp. 310-

324

︶

︵
3
︶　

例
え
ば
メ
デ
ィ
ナ
で
は
サ
ド
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ア
ル
フ

ジ
ャ
ン
デ
ィ
ー
︵
五
九
二
／
一
一
九
四
没
︶
の
説
教
を
聴
い
て
称
賛

し
︑
翌
日
に
は
別
の
集
会
で
説
教
を
始
め
る
前
に
お
布
施
を
集
め
る

説
教
師khaṭīb

を
目
の
当
た
り
に
し
て
嘆
い
て
る
︒Ibid., p. 185 

︵p. 322

︶

︵
4
︶　Ibid., p. 185 ︵p. 322

︶

︵
5
︶　

イ
ブ
ン
・
ジ
ュ
バ
イ
ル
は
説
教
師
に
対
し
て
動
詞w

aʻaẓa

／

能
動
分
詞w

āʻiẓ

と
並
ん
で
し
ば
し
ば
動
詞takallam

a

／
能
動
分

詞m
utakallim

を
用
い
て
い
る
︒
ま
た
︑
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ

ズ
ィ
ー
も
自
ら
の
行
為
に
つ
い
て
﹁
私
は
講
話
し
たtakallam

tu

﹂

と
記
述
す
る
︒m

utakallim

に
つ
い
て
マ
ク
デ
ィ
ー
ス
ィ
ー
は
﹁
神

学kalām

に
精
通
し
た
人
物
︒
一
一
世
紀
の
バ
グ
ダ
ー
ド
で
は
一
般

的
に
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
と
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
派
を
指
す
︒
ハ
ン
バ
ル
派

は
反
神
学
者anti-m

utakallim

で
あ
り
︑
彼
ら
の
主
張
の
伝
達
手
段

が
ワ
ア
ズw

aʻẓ

で
あ
っ
た
﹂
と
説
明
す
る
︒
し
か
し
︑
明
確
に
神

学
者
を
指
す
場
合
を
除
き
︑
史
料
に
お
け
る
用
例
に
基
づ
い
て
動
詞

w
aʻaẓa

とtakallam
a

︑
能
動
分
詞w

āʻiẓ

とm
utakallim

は
︑
ほ
ぼ

同
義
︑
互
換
可
能
で
あ
る
と
考
え
︑
本
稿
で
は
ワ
ア
ズ
と
ワ
ー
イ
ズ

と
し
て
一
括
に
扱
う
も
の
と
す
る
︒cf. G

eorge M
akdisi, M

uslim
 

Institutions of Leaning in Eleventh-C
entury B

aghdad, BSO
A

S, 
23

︵1961

︶, pp. 1-56; id., The Rise of Colleges: Institutions of 
Learning in Islam

 and the W
est. Edinburgh, 1981, p. 303.

︵
6
︶　Johannes Pedersen, T

he Islam
ic Preacher: W

āʻiẓ, 
M

udhakkir, Q
āṣṣ, Ignace G

oldziher M
em

orial Volum
e, 
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B
udapest, vol. 1, 1948.

︵
7
︶　Ibn al-Jaw

zī, K
itāb al-Q

uṣṣāṣ w
a al-M

udhakkirīn, ed. 
M

erlin L. Sw
artz, B

eirut, 1986.

以
下
︑
シ
ュ
ワ
ル
ツ
の
解
題
をM

. 
L. Sw

artz 1986

と
す
る
︒
ま
た
︑
シ
ュ
ワ
ル
ツ
は
そ
の
後
も
イ
ブ

ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
に
関
心
を
持
ち
続
け
︑
説
教
に
お
け
る
レ

ト
リ
ッ
ク
を
取
り
上
げ
た
研
究
も
行
っ
て
い
る
︒M

erlin L. 
Sw

artz, A
rabic R

hetoric and the A
rt of the H

om
ily in M

edieval 
Islam

, R
eligion and C

ulture in M
edieval Islam

, ed. R
. G

. 
H

ovannision and G
. Sabagh, C

am
bridge, 1999, pp. 36-65.

︵
8
︶　Jonathan P. B

erkey, Storytelling, Preaching, and Pow
er in 

M
am

ulūk C
airo, M

am
ulūk Studies R

eview
4

︵1995

︶, pp. 53-73; 
id., Tradition, Innovation, and the Social C

onstruction of 
K

now
ledge in the M

edieval Islam
ic N

ear East, Past and Present, 
146

︵1995

︶, pp. 38-65; id., Popular Preaching and R
eligious 

A
uthority in the M

edieval Islam
ic N

ear East , Seattle, 2001.

︵
9
︶　Vanessa Van R

enterghem
, Les Élites bagdadiennes au 

tem
ps des seldjoukides: étude d’histoire sociale , D

am
as, 2015.

︵
10
︶　Linda G

. Jones, W
itnesses of G

od: Exhortatory Preachers 
in M

edieval al-A
ndalus and the M

aghrib, al-Q
antara, 28-1

︵2007

︶, pp. 73-100; id., The Pow
er of O

ratory in the M
edieval 

M
uslim

 W
orld , C

am
bridge, 2013.

︵
11
︶　

塚
田
絵
里
奈
﹁
後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
社
会
に
お
け
る
ワ
ー
イ
ズ

の
実
像 : 

人
気
説
教
師
ク
ド
ゥ
ス
ィ
ー
の
場
合
﹂﹃
西
南
ア
ジ
ア
研

究
﹄71

︵2009

︶, pp. 28-43. 

︵
12
︶　

甥
の
シ
ハ
ー
ブ
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
と
と
も
に
ス
フ
ラ
ワ
ル

デ
ィ
ー
教
団
の
名
祖
と
さ
れ
る
ス
ー
フ
ィ
ー
︒
ガ
ザ
ー
リ
ー
に
師
事

し
た
︒Ibn al-D

ubaythī, vol. 4, pp. 296-9; Ibn al-A
thīr, vol. 11, 

p. 333; al-M
untaẓam

, vol. 18, p. 180; Ibn K
hallikān, vol. 3, pp. 

204-5; M
enahen M

ilson, al-M
uqaddim

a, K
itāb Ā

dāb al-M
urīdīn, 

li-A
bū al-N

ajīb ʻA
bd al-Q

āhir al-Suhraw
ardī, ed. by M

enahen 
M

ilson, Jerusalem
, 1977, pp. 1-6.

︵
13
︶　

イ
ブ
ン
・
ジ
ュ
バ
イ
ル
の
﹃
旅
行
記
﹄︵Ibn Jubayr

︶︑
ハ
ン

バ
ル
派
ウ
ラ
マ
ー
の
イ
ブ
ン
・
ア
ル
バ
ン
ナ
ーIbn al-B

annā’

︵
四

七
一
／
一
〇
七
九
没
︶
の
﹃
日
記
﹄︵Ibn al-Bannāʼ

︶︑
イ
ブ
ン
・

ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
著
の
年
代
記
︵al-M

untaẓam

︶
の
一
七
・
一

八
巻
部
分
は
著
者
の
見
聞
に
よ
る
貴
重
な
記
述
で
あ
る
︒
た
だ
し
︑

後
者
の
二
著
者
の
史
料
は
︑
彼
ら
が
属
し
た
ハ
ン
バ
ル
派
法
学
の
主

張
を
反
映
し
た
評
価
や
叙
述
を
含
む
た
め
︑
参
照
す
る
際
に
は
十
分

な
配
慮
を
要
す
る
︒

︵
14
︶　

所
属
学
派
が
不
明
と
し
た
基
準
は
︑
①
法
学
派
別
の
伝
記
集

︵Ṭ.al-Ḥ
anābila, al-Subkī

な
ど
︶
で
確
認
で
き
な
い
︒
②
そ
の
他

の
伝
記
集
で
神
学
派
︑
法
学
派
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
と
い
う
二

条
件
を
満
た
し
た
場
合
で
あ
る
︒

︵
15
︶　

六
〇
〇
／
一
二
〇
二
─
三
年
ま
で
が
対
象
︒
法
学
教
師

Enseignants de Fiqh

とM
udarris-s en m

adrasa

を
合
算
し
た
︒

R
enterghem

 2015, A
nnexes, p. 55: G

raphiqu 4-7, O
rigine 

géographique des enseignants de fiqh à B
agdad, par m

aḏhab.

︵
16
︶　

下
山
伴
子
﹁﹃
反
駁
の
書
﹄
の
論
理
構
想
─537/1142-3

年
の
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ア
シ
ュ
ア
リ
ー
派
弾
圧
を
め
ぐ
っ
て
ー
﹂﹃
オ
リ
エ
ン
ト
﹄42-2

︵1999

︶, pp. 129-145.

︵
17
︶　

ハ
デ
ィ
ー
ス
伝
承
者
の
場
合
︑
多
数
の
伝
承
経
路
に
名
を
連
ね

る
大
家
で
な
け
れ
ば
︑
社
会
的
地
位
は
さ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
︒cf. R

enterghem
 2015, p. 135.

︵
18
︶　Ibn Jubayr, p.182

︵p. 315

︶

︵
19
︶　

参
考
史
料
で
は
ニ
ス
バ
︵
由
来
名
︶
は
ジ
ー
リ
ーal-Jīlī

と
記

述
さ
れ
る
が
︑EI, 2

nd ed.
や
先
行
研
究
に
倣
い
︑
ジ
ー
ラ
ー
ニ
ー

al-Jīlānī

で
統
一
す
る
︒

︵
20
︶　

阿
久
津
正
幸
﹁
知
識
を
伝
達
し
権
威
を
継
承
す
る
制
度
：
イ
ス

ナ
ー
ド
の
概
念
と
専
門
職
的
知
識
人
︵
ウ
ラ
マ
ー
︶
に
関
す
る
社
会

学
的
考
察
﹂﹃
日
本
中
東
学
会
年
報
﹄26-1
︵2010

︶, pp. 241-268; 

水
上
遼
﹁
イ
ブ
ン
・
ア
ル
＝
フ
ワ
テ
ィ
ー
の
伝
え
る
一
三
世
紀
後
半

の
集
団
イ
ジ
ャ
ー
ザ
：
バ
グ
ダ
ー
ド
・
メ
ッ
カ
間
お
よ
び
バ
グ
ダ
ー

ド
・
ダ
マ
ス
ク
ス
間
の
事
例
か
ら
﹂﹃
オ
リ
エ
ン
ト
﹄57-1
︵2014

︶, 
pp. 62-72;

谷
口
淳
一
﹃
聖
な
る
学
問
︑
俗
な
る
人
生
：
中
世
の
イ

ス
ラ
ー
ム
学
者
﹄
山
川
出
版
社
︵2011

︶, pp. 27-38

な
ど
が
挙
げ

ら
れ
よ
う
︒

︵
21
︶　al-Q

uṣṣāṣ pp. 90-1; al-M
untaẓam

, vol. 16, p. 4.

︵
22
︶　Ibn al-Sāʻī, p. 70.

︵
23
︶　al-Bidāya, vol. 12, p. 205.

︵
24
︶　Joan Elizabeth G

ilbert, Institutionalization of M
uslim

 
Scholarship and Professionalization of the ʻU

L
A

M
Ā

ʼ in 
M

edieval D
am

ascus, Studia Islam
ica, 52

︵1980

︶, pp. 105-34; 

D
aphna Ephrat, A

 Learned Society in a Period of Transition, 
A

lbany, 2000, pp. 25-31.

︵
25
︶　

レ
ン
タ
ー
ガ
ム
は
公
証
人
一
三
八
名
を
リ
ス
ト
化
し
︑
司
法
上

の
役
割
だ
け
で
な
く
︑
政
治
的
に
も
高
い
地
位
に
つ
い
て
い
た
事
例

が
散
見
す
る
と
す
る
︒Renterghem

 2015, pp. 175-181, A
nnexes, 

p.127-141: Tableau 5-3: Šāhid‑s bagdadiens de la période 
seldjoukide.

︵
26
︶　al-Bidāya, vol. 13, p. 44; Ibn Sāʻī, p. 188; Ibn al-A

thīr, vol. 
12, p. 24; al-M

undhirī, vol. 2, pp. 91-2; al-Subkī, vol. 8, pp. 295-
6.

︵
27
︶　Ibn al-D

ubaythī, vol. 5, pp. 75-6; Ibn Rajab, vol. 2, pp. 189-
92; Ibn al-Fuw

aṭī, p. 81; Ibn al-ʻIm
ād, vol. 5, pp. 161-2; Ibn al-

A
thīr , vol. 3, pp. 419-20.

︵
28
︶　ustādh dār

︑ustādh al-dār

な
ど
表
記
さ
れ
︑
四
／
十
世
紀
後

半
以
降
の
カ
リ
フ
宮
廷
に
お
い
て
︑
宮
廷
全
般
の
事
柄
に
関
わ
っ
た

と
見
ら
れ
る
︒
ヒ
ラ
ー
ル
・
サ
ー
ビ
ー
著
﹃
カ
リ
フ
宮
廷
の
し
き
た

り
﹄
谷
口
淳
一
・
清
水
和
裕
監
訳
︑
松
香
堂
︵2003

︶, p. 78

註

299

を
参
照
の
こ
と
︒

︵
29
︶　al-Bidāya, vol. 13, p. 211; Ibn al-D

ubaythī, vol. 5, pp. 104-
5; Ibn Rajab, vol. 2, pp. 258-61; M

irʼāt.H
, pp. 459, 532; Ibn al-

ʻIm
ād , vol. 5, pp. 286-7; al-D

hahabī, vol. 48, pp. 306-8; Ibn 
K

hallikān , vol. 3, p. 142.

︵
30
︶　J. Pedersen 1953, p. 231; J. P. B

erkey 2001, p. 19.

︵
31
︶　

本
稿
で
は
ワ
ー
イ
ズ
に
限
っ
て
集
計
し
た
が
︑
ウ
ラ
マ
ー
全
体
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の
移
動
に
つ
い
て
検
討
し
た
先
行
研
究
で
も
同
様
の
結
果
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
︒Ephrat 2000, pp. 33-58; Renterghem

 2015, A
nnexes, 

p.54: G
raphique 4-6, R

épartition par m
aḏhab des étudiants et 

enseignants de fiqh.

︵
32
︶　Ibn Jubayr, p.188 ︵pp. 332-3

︶ 

︵
33
︶　

バ
グ
ダ
ー
ド
建
都
当
初
の
カ
リ
フ
宮
殿
は
そ
の
形
状
か
ら
円
城

と
呼
ば
れ
︑
テ
ィ
グ
リ
ス
川
西
岸
に
建
設
さ
れ
た
︒
ま
も
な
く
東
岸

ル
サ
ー
フ
ァ
地
区
に
政
治
の
中
心
地
は
移
動
し
た
︒
そ
れ
よ
り
下
流

に
第
二
八
代
カ
リ
フ
＝
ム
ス
タ
ズ
ヒ
ル
︵
在
位
四
八
七
ー
五
一
二
／

一
〇
九
四
─
一
一
一
八
︶
が
建
設
し
た
新
城
壁
内
が
︑
本
論
文
対
象

年
代
の
中
心
地
で
あ
る
︒cf. Ibn al-Jaw

zī, M
anāqib B

aghdād, al-
Q

āhira, 1998; J. Lassner, The Topography of B
aghdād in the 

Early M
iddle A

ges , D
etroit, 1970; G

eorge M
akdisi, T

he 
Topography of Eleventh-C

entury B
aghdād; M

aterials and N
otes, 

1&
2, A

rabica 6

︵1959

︶, pp. 178-197, 281-306; G
uy Le Strange, 

B
aghdad during the A

bbasid C
aliphate, C

onnecticu
︶,1983; 

R
enterghem

 2015.

︵
34
︶　al-Bidāya, vol. 12, p. 165; Ibn al-A

thīr, vol. 10, p. 397; al-
M

untaẓam
, vol. 17, p. 76; M

irʼāt.H
, pp. 8-9, 13-4; al-D

hahabī, 
vol. 34, pp. 283-4. 

︵
35
︶　

追
放
さ
れ
た
と
す
る
史
料
はal-M

untaẓam

とM
irʼāt.H

で
あ

る
︒
前
註
参
照
︒ 

︵
36
︶　

イ
ブ
ン･

ア
ル
バ
ン
ナ
ー
に
つ
い
て
はIbn Rajab, vol. 1, pp. 

32-7; al-D
hahabī, vol. 32, pp. 39-41; al-M

untaẓam
, vol. 16, p. 

200; Ṭ.al-Ḥ
anābila, vol. 2, pp. 243-4; G

eorge M
akdisi, 

A
utograph D

iary of an Eleventh-C
entury H

istorian of B
aghdād, 

Part 1, BSO
A

S, 18

︵1956

︶, pp. 9-31

を
︑
ア
ブ
ー
・
ナ
ス
ル
に

つ
い
て
はIbn Rajab, vol. 1, pp. 115-6; al-D

hahabī, vol. 35, pp. 
254-5; al-M

untaẓam
, vol. 17, p. 150

を
参
照
︒

︵
37
︶　al-M

untaẓam
, vol. 18, p. 56; G

. M
akdisi 1981, p. 18.

︵
38
︶　al-M

untaẓam
, vol. 17, p. 336.

︵
39
︶　al-M

untaẓam
, vol. 18, p. 141.

︵
40
︶　

ア
ッ
ラ
ー
に
つ
い
て
擬
人
的
表
現
を
文
字
通
り
解
釈
す
る
立

場
︒
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
派
に
代
表
さ
れ
る
︒cf. 

塩
尻
和
子﹃
イ
ス
ラ
ー

ム
の
倫
理 

ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ジ
ャ
ッ
バ
ー
ル
研
究
﹄
未
来
社
︵2001

︶

︵
41
︶　Ibn al-Bannāʼ, part 3, p. 15.

︵42

︶　

イ
ブ
ン
・
ス
ッ
カ
ラ
・
ハ
ー
シ
ミ
ー
の
経
歴
等
は
不
明
で
あ

る
︒Ibn al-Bannāʼ

を
校
訂
し
たM

akdisi

も
解
ら
な
い
と
し
て
い

る
︒Ibn al-Bannāʼ, part 3, p. 15

﹇tr. p. 31

﹈

︵
43
︶　

ア
ラ
ビ
ア
語
で
シ
フ
ナ
︒
ペ
ル
シ
ア
語
で
は
シ
ャ
フ
ナ

shaḥna

︒
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
か
ら
遣
わ
さ
れ
︑
治
安
維

持
と
カ
リ
フ
に
対
す
る
目
付
け
役
の
任
務
を
負
っ
て
い
た
︒cf. 

後

藤
敦
子
﹃
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
時
代
の
シ
フ
ナ
職
─
バ
グ
ダ
ー
ド
を
中

心
に
ー
﹄
イ
ス
ラ
ム
世
界39/40

︵1993

︶, pp. 23-43; 

清
水
宏
祐

﹃
ゴ
ウ
ハ
ル
・
ア
ー
イ
ー
ン
の
生
涯
﹄
東
洋
学
報
︵1994

︶, p. 2.
︵
44
︶　
︹　

︺は
筆
者
に
よ
る
補
足
︒Ibn al-N

ajjār, vol. 17, pp. 128-
9; al-M

untaẓam
, vol. 16, p. 224; M

irʼāt.A
, pp. 217-8; al-

D
hahabī , vol. 32, pp. 171-2; R

enterghem
 2015, p. 474.
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︵
45
︶　naqīb al-nuqabāʼ

︒
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
子
孫ashrāf

の
代

表
者
︑
長
︒
バ
グ
ダ
ー
ド
に
は
ア
リ
ー
家
と
ハ
ー
シ
ム
家
︵
＝
ア
ッ

バ
ー
ス
家
︶
の
二
家
系
が
あ
っ
た
︒
大
ナ
キ
ー
ブ
は
ハ
ー
シ
ム
家
の

ナ
キ
ー
ブ
︒cf, R

enterghem
 2015, pp. 124-5.

︵
46
︶　al-Bidāya, vol. 12, p. 229; al-D

hahabī, vol. 37, p. 29; al-
M

untaẓam
, vol. 18, p. 81; G

. M
akdisi 1981, p. 16.

︵
47
︶　

校
訂
者
註
に
よ
る
と
参
照
し
た
写
本
の
う
ち
二
写
本
で
は

﹁khaṭaba

︹
フ
ト
バ
を
行
っ
た
︺﹂
で
は
な
く
﹁jalasa

︹
座
っ
た
︑

就
い
た
︺﹂
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
︒al-M

untaẓam
, vol. 18, p. 49.

︵
48
︶　Ibn al-A

thīr, vol. 11, p. 157; Ibn K
hallikān, vol. 5, pp. 212-
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